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つ がねさわ としひろ

津金澤 聰廣教授略歴・主要業績

─略 歴─

学 歴

１９４８年４月～１９５１年３月 群馬県立沼田高等学校

１９５３年４月～１９５７年３月 京都大学教育学部教育社会学コース（教育社会学専攻）

１９５７年４月～１９５９年３月 京都大学大学院教育学研究科（教育方法学専攻）（中退）

１９９９年２月 関西学院大学より 博士（社会学）学位取得

職 歴

１９５９年４月～１９６３年３月 株式会社毎日放送大阪本社企画調査部勤務

１９６３年４月～１９６７年３月 関西学院大学社会学部専任助手

１９６７年４月～１９７１年３月 関西学院大学社会学部専任講師

１９７１年４月～１９７６年３月 関西学院大学社会学部助教授

１９７６年４月～現在 関西学院大学社会学部教授

１９７８年４月～現在 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程前期課程指導教授

１９８８年４月～１９９２年３月 関西学院大学図書館副館長を兼担

１９７０年４月～１９９１年９月 京都大学教育学部非常勤講師（広報学担当）

１９８１年１０月～１９８２年３月 大阪大学人間科学部非常勤講師（コミュニケ－ション論特論）

１９８７年４月～１９８７年９月 大阪大学人間科学部非常勤講師（コミュニケ－ション論特論）

１９９０年４月～１９９１年３月 埼玉大学教養学部非常勤講師（コミュニケーション論特講）

１９９１年４月～１９９２年３月 東京大学新聞研究所客員教授（非常勤）〈社会情報システム部門〉

１９９２年４月～１９９３年３月 東京大学社会情報研究所客員教授（非常勤）〈情報・メディア部門〉

１９９３年４月～１９９７年９月 京都大学教育学部非常勤講師（広報学担当）

１９６４年４月～２０００年３月 この間、以下の各大学でも非常勤講師を歴任（五十音順）（年度は省略）

英知大学文学部、大阪学院大学国際学部、追手門学院大学文学部、関西

大学社会学部、吉備国際大学国際社会学部、熊本大学法文学部、甲南大

学文学部、甲南女子大学文学部、神戸大学文学部、神戸女学院大学文学

部、親和女子大学文学部、同志社大学文学部、奈良女子大学文学部、阪

南大学国際コミュニケーション学部、武庫川女子大学生活環境学部、桃

山学院大学社会学部、龍谷大学文学部、流通科学大学商学部・情報学部

学会における活動

１９６３年４月～２０００年３月 日本新聞学会会員、日本マス・コミュニケーション学会会員

（１９９２年度より日本マス・コミュニケーション学会と改称）

１９６５～７３年度研究委員、１９７５～７６年度理事、１９７７～７８年度監事、１９７９～

８２年度理事、１９８５～８８年度理事、１９９１～９４年度（１９９２年度より）日本マ

ス・コミュニケーション学会理事（会員）１９９７～９９年度現在、理事（２０００

年度まで）

１９９５年３月～１９９９年３月 日本広報学会理事（会員）

１９９９年４月～現在 日本広報学会常任理事（会員）
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２０００年３月現在 日本社会教育学会会員、日本スポーツ社会学会会員、関西社会学会会員、

メディア史研究会会員

社団法人現代風俗研究会会員（１９７６年９月～１９８５年１１月理事を歴任）

社会における主な活動

１９７５年４月～１９７８年３月 財団法人 山村育英会評議員

１９７８年４月～１９９５年３月 同 上 理事

１９９５年４月～現在 同 上 理事長

１９９３年４月～現在 財団法人 坂田記念ジャーナリズム振興財団選考委員会委員

１９９３年４月～現在 （株）スペースビジョン・ネットワーク（GAORA）番組審議会委員長

１９９５年４月～現在 財団法人 阪急学園池田文庫評議員

１９９８年３月～１９９９年３月 郵政省・近畿地区デジタル問題懇談会委員

─著 書─
『テレビ番組論 －見る体験の社会心理史－』 読売テレビ放送（株）１９７２年

（仲村祥一、井上俊と共著）

『権田保之助著作集第三巻』（編・解説） 文和書房 １９７５年

『放送論概説』（田宮武と共編著） ミネルヴア書房 １９７５年

『マスコミを学ぶ人のために』（早川善治郎と共編著） 世界思想社 １９７８年

『近代日本の新聞広告と経営 －朝日新聞を中心に－』 朝日新聞社 １９７９年
（山本武利、有山輝雄と共著）

『マス・メディアの社会学 －情報と娯楽－』 世界思想社 １９８２年

『放送文化論』（田宮武と共編著） ミネルヴア書房 １９８３年

『教育の環境と病理』（新堀通也と共編著） 第一法規出版 １９８４年

『日本の広告』（山本武利と共著） 日本経済新聞社 １９８６年

『テレビ放送を考える』（田宮武と共編著） ミネルヴア書房 １９９０年

『大衆文化事典』（石川弘義らと共編） 弘文堂 １９９１年

『宝塚戦略 －小林一三の生活文化論－』 講談社現代新書 １９９１年

『女性とメディア』 （加藤春恵子と共編著） 世界思想社 １９９２年

『日本の広告－ 人・時代・表現 －』（山本武利と共著） 世界思想社 １９９２年

『内閣情報部・情報宣伝研究資料』全８巻 （佐藤卓巳と共編・解説） 柏書房 １９９４年

『現代メディアを学ぶ人のために』（有山輝雄と共編著） 世界思想社 １９９５年

『近代日本のメディア・イベント』（編著） 同文舘 １９９６年

『プレスアルト（復刻版）』全３巻，CD－ROM付 （嶋田厚と共編） 柏書房 １９９６年

『現代日本メディア史の研究』 ミルネヴァ書房 １９９８年

『戦時期日本のメディア・イベント』 （有山輝雄と共編著） 世界思想社 １９９８年

『震災の社会学－阪神・淡路大震災と民衆意識－』（黒田展之と共編著） 世界思想社 １９９９年

『テレビ放送への提言』（田宮武と共編著） ミネルヴァ書房 １９９９年

─論文および研究ノート─
戦後日本における”大衆芸術・娯楽”研究の動向 『社会学部紀要』第９・１０合併号 １９６４年４月
─付・主要関連文献目録─ 関西学院大学社会学部
こ

“小新聞”成立の社会的基盤 『社会学部紀要』第１１号 １９６５年８月
－近代日本マス・コミュニケーション史研究ノート－ 関西学院大学社会学部
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児童漫画の教育社会学的考察 『青少年問題研究』第９号 １９６６年３月
－その功罪論を中心に－ 大阪府青少年問題研究会

放送の公共性 －その歴史的検討－ 『放送の公共性』１９６６年
岩崎放送出版

Postwar Trends of Studies in Japanese Popular Arts, １９６６年
With a Selected Bibliography. East-West Center, Hono-lulu, U.S.A.

マス・メディア産業の構造 『マス・コミュニケーション入門』１９６７年
－出版・映画－（分担執筆） 有斐閣

映像的認識についての覚え書 『社会学部紀要』第１６号 １９６８年３月
関西学院大学社会学部

大衆娯楽と社会不安 『社会学部紀要』第１７号 １９６８年１１月
関西学院大学社会学部

現代日本における大衆娯楽と社会不安 『社会不安の社会心理学』１９６８年
日本社会心理学会、勁草書房

物見遊山から旅行へ 『思想の科学事典』１９６９年
勁草書房

現代日本の“大衆芸術・娯楽”の研究 『変動期の社会と教育』１９７０年
黎明書房

「情報化社会」と放送ジャーナリズム 『新聞学評論』第１９号 １９７０年５月
日本新聞学会

現代社会とマンガ 『言語生活』１９７１年１月
筑摩書房

マス・レジャー論覚え書 『社会学部紀要』第２２号 １９７１年３月
関西学院大学社会学部

ギャンブル・メディア論、わが国における娯楽研究小史 『現代娯楽の構造』 １９７３年
文和書房

マス・メディアと「地方文化」 『社会学部紀要』第２９号 １９７４年１２月
関西学院大学社会学部

競馬ブームの社会心理・考 『高度工業化社会における疎外と逸脱に関する基礎研究（２）』 １９７６年
余暇開発センター

大衆余暇とマス・コミュニケーション 『現代の社会学』１９８１年
ミネルヴア書房

小林一三の余暇思想 －その娯楽・余暇事業観をめぐって－ 『現代風俗’８３』１９８３年
現代風俗研究会

ラジオのもたらした社会的波紋 『暮らしの美意識』１９８４年
ドメス出版

放送文化と自治体テレビ広報番組 『都市政策』第４９号 １９８７年１０月
神戸都市問題研究所

余暇行動とテレビ CM視聴 『現代中国の消費革命』１９８９年
日経広告研究所

初期普及段階における放送統制とラジオ論 『社会学部紀要』第６３号 １９９１年３月
関西学院大学社会学部

宣伝・政治的与商業的（黄升民による中国語訳） 『北京広播学院学報』１９９２年３月
北京広播学院

ラジオ・コミュニティメディア・週刊誌、など１２項目 分担執筆 『新社会学辞典』 １９９３年
有斐閣

わが国における放送の公共性に関する論議の歴史と展望 『放送学研究』４３号 １９９３年３月
NHK放送文化研究所

雑誌『女性』と中山太陽堂およびプラトン社について （復刻版）雑誌『女性』第４８巻 １９９３年
－解説－ 日本図書センター
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情報化社会のイメージと情報機器の利用行動 『情報通信学会誌』１１巻４号 １９９４年３月
（立木茂雄と共著） 情報通信学会

高度情報化と視聴覚メディアの大衆化 『情報通信学会誌』１２巻５号 １９９５年５月
情報通信学会

阪神・淡路大震災と情報通信 『情報通信学会誌』１３巻２号 １９９５年８月
（シンポジウムの企画・司会進行） 情報通信学会

阪神大震災における流言飛語とメディア 『放送学研究』４６号 １９９６年３月
NHK放送文化研究所

Media Reporting and Rumor Following 同上（英文版）No３２ １９９６年５月
the Great Hansin Earthquake． NHK放送文化研究所

大正初期における宝塚の風景－箕面有馬電気軌道（株）の 『市史研究紀要たからづか』第１４号 １９９７年１０月
沿線 PR誌『山容水態』での紹介記事を中心に－ 宝塚市教育委員会

戦後日本のメディア・イベント 『企業の発展と広報戦略』１９９８年１２月
日経 BP企画

小林一三の大衆娯楽論 『現代風俗学研究』第５号 １９９９年３月
現代風俗研究会東京の会

小林一三の余暇思想 『余暇学研究』第２号 １９９９年３月
日本余暇学会

大正・昭和戦前期の総合芸術雑誌『歌劇』 （復刻版）『歌劇』解説 １９９９年
（１９１８～１９４０年）の執筆者群と読者層 雄松堂出版

メディア・イベントとしての軍歌・軍国歌謡 近代日本文化論１０『戦争と軍隊』１９９９年
岩波書店

百貨店のイベントと都市文化 『百貨店の文化史』１９９９年
世界思想社

『プレスアルト』にみる戦時期デザイナーの研究（上） 『日経広告研究所報』第１８９号 ２０００年２月
日経広告研究所

─学術・調査報告書─
都市災害における対処行動についての実態調査 平成９年度文部省科学研究費報告書 １９９７年７月

文部省

「企業のフィランソロピ－と広報活動」 研究会報告書（編著） 日本広報学会 １９９８年３月

阪神大震災以後の若年層における防災意識に関する 平成１０年度文部省科学研究費報告書 １９９８年１２月
実態調査および仮設住宅から恒久住宅へ移転した被 文部省
災高齢者の生活実態調査

─訳 論 文─
F. E.エメリイ「西部劇映画の心理学的効果 Kyowa AD REVIEW, NO３ １９６１年６月
－テレビジョン心理学に関する作業仮説－」 協和広告株式会社

─そ の 他─
日本の新聞連載漫画史（１） 『思想の科学』１９６０年６月

中央公論社

日本の新聞連載漫画史（２） 『思想の科学』１９６０年９月
中央公論社

日の丸のはなし 『思想の科学』１９６４年１月
思想の科学社

視聴者参加番組の魅力を探る 『YTVレポート』１９６５年２月
読売テレビ放送

『マンガの主人公』 （作田啓一，多田道太郎と共著） 至誠堂 １９６５年

― ―4 社 会 学 部 紀 要 第８７号



民衆ラジオへの復権 『ラジオコマーシャル』１９６８年５月
文化放送

歌謡曲と青春 『ラジオコマーシャル』１９６８年１２月
文化放送

広告は子供の教育を阻害するか 『ブレーン』１９６８年１２月
誠文堂新光社

戦後新聞マンガの復活 『現代漫画 第５巻 月報』１９６９年６月
筑摩書房

大衆文化の中の土着性 『ブレーン』１９７０年５月
誠文堂新光社

作品解題（西部劇映画） 『少年漫画劇場 第８巻』１９７１年
筑摩書房

作品解題（スポーツ漫画） 『少年漫画劇場 第９巻』１９７１年
筑摩書房

作品解題（時代劇漫画） 『少年漫画劇場 第１２巻』１９７１年
筑摩書房

テレビ演芸にみる好みの変遷 『上方芸能』１９７４年５月
上方芸能編集部

主婦にとってのテレビ 『月刊るーぷ』１９７４年８月
読売テレビ放送

朝鮮民主主義人民共和国の放送・雑感 『放送文化』１９７５年５月
日本放送協会

「マスコミと子ども」観 『少年補導』２３８号 １９７６年１月
大阪少年補導協会

テレビ以後の大衆芸能 『上方芸能』１９７６年１月
上方芸能編集部

私のラジオ論ノート 『ラジオコマーシャル』１９７６年１２月
文化放送

媒体としての盛り場復興論 『アドバタイジング』１９７７年１月
電通

夢と郷愁の世界・博覧会について 『阪急』１９７７年４月
阪急電鉄

戦時下における「広告浄化運動」 『広告月報』１９７７年５月
朝日新聞社

青春のイメージと母の原像 『アドバタイジング』１９７７年７月
電通

新聞のためのメディア環境論 『新聞研究』１９７８年３月
日本新聞協会

風俗関係取締令について 『世界思想』１９７８年春号
世界思想社

盛り場の原型－千日前と新世界－ 『アドバタイジング』１９７８年４月
電通

ゼミ合宿にみる学生風俗 『大学時報』１９７９年５月
日本私立大学連盟

出会いの場としてのテレビメディア 『月刊民放』１９７９年５月
日本民間放送連盟

日本人の余暇の過ごし方 『女性サロン』１９７９年８月
大阪市立婦人会館

朝のテレビ小説から街づくりへ 『月刊民放』１９７９年９月
日本民間放送連盟
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テレビ世代の学生風俗 『教養の広場』１９７９年１１月
京都新聞社

ラジオ文化とディスクジョッキー 『上方芸能』１９８１年８月
上方芸能編集部

民放発足への視聴者の期待 『月刊民放』１９８１年９月
日本民間放送連盟

マス・メディアの社会学 『進路』１９８２年９月
日本進路研究所

マス・メディアと流行 『更生保護』１９８３年３月
法務省保護局

消費としての若者文化 『５５』第１３０号 １９８３年１０月
神戸新聞社

遊びを深く考えるために 『月刊・レクリエーション』１９８３年１０月
日本レクリエーション協会

遊びは文化をつくる 季刊『スコレー』３６号 １９８４年２月
全国余暇行政研究協議会

盛り場の社会心理 『月刊・レクリエーション』１９８４年１２月
日本レクリエーション協会

博覧会略々史 『本』１９８４年１２月
講談社

健康意識と余暇政策の課題 『国保ひょうご』１９８５年１月
兵庫県国保団体連合会

広聴活動の復権 『国保ひょうご』１９８５年４月
兵庫県国保団体連合会

風呂とタイルの話 『国保ひょうご』１９８５年７月
兵庫県国保団体連合会

健康意識と自然環境 『国保ひょうご』１９８５年１１月
兵庫県国保団体連合会

遊びとしての体育 『国保ひょうご』 １９８６年３月
兵庫県国保団体連合会

ラジオ体操と夏休み 『国保ひょうご』１９８６年７月
兵庫県国保団体連合会

ホビーの生活設計 『ホビー＆クラフト』１９８６年５月
日本ホビー協会

大衆文化とマスコミ 『現代のマスコミ入門』１９８６年
青木書店

案内広告 『新聞をどう読むか』１９８６年
講談社

『昭和マンガのヒ－ロ－たち』 １９８７年
（河合隼雄・作田啓一・多田道太郎・鶴見俊輔と共著） 講談社

ご飯のおいしさ有難さ 『国保ひょうご』１９８７年１月
兵庫県国保団体連合会

水と空気の話 『国保ひょうご』１９８７年８月
兵庫県国保団体連合会

「大阪２１世紀計画」と関西大規模プロジェクトの動向 『JAAAレポート』３１２号 １９８７年１１月
日本広告業協会

小林一三の田園都市論 『国保ひょうご』１９８８年２月
兵庫県国保団体連合会

食糧がなくなる日への怖れ 『国保ひょうご』１９８８年７月
兵庫県国保団体連合会

― ―6 社 会 学 部 紀 要 第８７号



散歩のことなど 『国保ひょうご』１９８８年１２月
兵庫県国保団体連合会

余暇行政を考える視点 季刊『スコレー』５５号 １９８８年１２月
全国余暇行政研究協議会

イギリスの水問題広告 『国保ひょうご』１９８９年１１月
兵庫県国保団体連合会

イギリスのサーカス見物 『曲馬と曲芸』第２６号 １９９０年１月
サーカス文化の会

余暇と文化 季刊『スコレー』６０号 １９９０年２月
全国余暇行政研究協議会

歌声喫茶からカラオケへ 『国保ひょうご』１９９０年４月
兵庫県国保団体連合会

家なき幼稚園のこと 『国保ひょうご』１９９１年７月
兵庫県国保団体連合会

演歌のル－ツを考える 『月刊カラオケ Fan』１９９１年１０月
コインジャーナル社

小林一三と宝塚 武庫川女子大学生活美学研究所 １９９２年
『９１秋・阪神間ルネッサンス・シンポジウム記録』

メディアとしてのサ－カス 『木下サーカスの９０年』１９９２年
木下サーカス

小林一三 大阪学講座『なにわを築いた人々』１９９２年
大阪市、（財）大阪都市協会

広告の風景 『国保ひょうご』１９９２年１月
兵庫県国保団体連合会

阪神間モダニズム・宝塚 『月刊オール関西』１９９２年８月
オール関西編集部

現風研のはがき報告 『国保ひょうご』１９９２年１１月
兵庫県国保団体連合会

阪急文化と小林一三 『月刊オール関西』１９９２年１２月
オール関西編集部

高度情報化と子供の遊び文化 季刊『TOMORROW』２５号 １９９２年１２月
あまがさき未来協会

ラジオ・テレビのクイズ番組史 季刊『is』１９９３年６月
ポーラ文化研究所

「但馬・理想の都の祭典」の 『２１世紀ひょうご』１９９３年６月
交流人口とイベントの回流 ひょうご２１世紀協会

大衆文化としてのカラオケ 『現代のエスプリ』３１２号 １９９３年
至文堂

窓のある都市を 『国保ひょうご』１９９３年７月
兵庫県国保団体連合会

乾布摩擦とスキー 『国保ひょうご』１９９４年２月
兵庫県国保団体連合会

西宮の街のイメ－ジはどう変わってきたか 西宮市情報センター １９９４年
（『第２回西宮市生活・産業情報セミナ－講演記録集』）

マス・メディア事業史研究の視点から 『大阪情報発信１００年』１９９４年
CDI

日本人の傲り 『国保ひょうご』１９９４年８月
兵庫県国保団体連合会

メディア・イベント史中心の広報社会学 『マスコミ学がわかる』１９９４年
朝日新聞社
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戦前昭和の阪急電鉄ポスタ－について 『館報池田文庫』６号 １９９４年１０月
（財）阪急学園池田文庫

小林一三と宝塚歌劇 『上方芸能』１１９号 １９９４年１１月
『上方芸能』編集部

大震災における流言蜚語 『週刊読書人』２月２４日号 １９９５年２月
週刊読書人

阪神大震災と私 『国保ひょうご』１９９５年６月
兵庫県国保団体連合会

宝塚文化と小林精神（阪急文化） 宝塚歌劇団 １９９５年
〈シンポジウム・宝塚８０講演録〉

沿線に庶民の楽園を－郊外ユ－トピアの本質を読む－ 『歴史街道』９６年２月号 １９９６年１月
PHP研究所

水問題とマス・メディア 『国保ひょうご』１９９６年３月
兵庫県国保団体連合会

ビール広告と日本人の暮らし 『広告』１９９６年３・４月
博報堂

健康美について 『国保ひょうご』１９９７年５月
兵庫県国保団体連合会

私の研究・広告の歴史的研究 『日経広告研究所報』第１７３号 １９９７年６月
日経広告研究所

『タカラヅカ・ベルエポック』（名取千里と共編著） 神戸新聞総合出版センター １９９７年

企業と催し物文化 大阪学講座『にぎわいの大阪史』１９９７年
大阪市、（財）大阪都市協会

民話アニメの巨匠・岡本忠成 『伝説の大阪人』１９９７年
大阪府立文化情報センター

小林一三と東京（「東京に残した足跡」） 『東京人』９８年５月号 １９９８年５月
（財）東京都歴史文化財団

『山容水態』と宝塚 『館報池田文庫』第１３号 １９９８年１０月
（財）阪急学園池田文庫

余暇行政について考える 季刊『スコレー』９４号 １９９８年１０月
全国余暇行政研究協議会

宝塚におけるにぎわいのまちづくり 『FUSION』第５号 １９９９年３月
宝塚まちづくり研究所

星野鐡男の環境浄化論 『健康』１９９９年３月
月刊『健康』発行所

「家なき幼稚園」が時代を超えて現代の私たちに語りかけるもの 月刊『広報』第５号 １９９９年４月
日本広報協会

メディア・イベント 『メディア用語を学ぶ人のために』１９９９年
世界思想社

小林一三による阪急沿線文化と関西学院 『関西学院フロンティア２１』Vol. ５ １９９９年６月
関西学院

ラジオ 『生活学事典』１９９９年
TBSブリタニカ

大阪府・池田室町ものがたり 『歴史街道』１９９９年８月号 １９９９年８月
PHP研究所

『阪神毎朝新聞』と小林一三 『館報池田文庫』第１５号 １９９９年１０月
（財）阪急学園池田文庫
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「私の研究の出発点」

津金澤 聰 廣

私が学生時代に参加した京都大学教育学部教育社会学ゼミナールは複数教員による共同

ゼミ方式であった。主任教授の重松俊明先生、永井道雄先生（助教授）、森口兼二先生（助

教授）のご指導の下、大学院生から学部学生までいつも十名前後の小研究会という趣だっ

た。この共同ゼミとは別に、永井道雄先生は、外書講読（D・リースマンの『孤独な群衆』

や T・パーソンズ『行為の総合理論をめざして』など講読）と特講とを担当されたほかに、

「思想の科学」研究会のサブ研究会として「小集団研究」グループを主宰されていた。当

然のこととして私もこの研究グループにも参加させていただいたが、当時、京大人文科学

研究所におられた鶴見俊輔先生を中心とする人文研分館での「思想の科学」研究会にも、

永井先生のあとをついて例会をのぞかせていただいた。いずれも、諸先生方の厳しく熱心

な論議をじかに拝聴できる楽しみと緊張感は格別の感銘があった。

「小集団研究」グループは、作田啓一先生や橋本真先生、それに当時文学部社会学の大

学院生として塩原勉、吉田民人両氏も参加されていた。理論研究面ではこれらの諸先生方

同士の議論を耳学問するばかりだったが、私たち学部学生班はいわばフィールド・ワーク

を担当し、たとえば、都市銀行の労働組合員との共同実態調査とか、当時労働争議中だっ

た「任天堂」の第一組合に協力して、なぜ第二組合ができたのかの聴き取り調査に参加し

た。後者の調査結果は、同級生の一人が卒業論文としてまとめて提出したことを憶えてい

る。

当時やはり京大人文研におられた加藤秀俊先生には、教育学部ではじめて開講された「広

報学」講義でコミュニケーション論の手ほどきを受けた。加藤先生が京大を去られたあと、

私がその後「広報学」を受け継ぐことになるとは夢にも思わなかった。（結局、１９７０年か

ら当時の姫岡勤先生（教授）の推薦で「広報学」を非常勤講師として担当、その後１９９７年

まで合計２５年間担当した。）加藤秀俊先生も「思想の科学」研究会のサブ研究会として「コ

ミュニケーション研究」グループを別個に組識され、私も参加した。この研究グループの

フィールド・ワークで最も印象が強いのは、「日本人はアメリカ映画をどう受けとめてい

るか」についての面接調査である。たしかパラマウント映画の『黄金の腕』（フランク・

シナトラとキム・ノバックの共演だったと記憶している）を観てもらったあと、多様な年

齢、性別、職業別の京都市民に、細かな場面の印象まで根ほり葉ほりおしゃべりしながら

聞き出す作業であった。今でいうデプス・インタビューに似た根気のいる調査で、あらか

じめラポールをつけるのには時間と工夫を要した。

この研究会ではこの外、当時急速な伸びを見せた「週刊誌」に関する総合的研究にも力

を注ぎ、その内容分析の調査結果は、私の一学年下の友人たちの共同研究になる卒業論文

として結実している。これはその直後、加藤先生がまえがきを、永井先生があとがきを書

かれ、三一新書（１５５）『週刊誌―その新しい知識形態』（１９５８年）として出版された。

これら各研究会での活動のほかに、私は学部二回生から四回生まで、朝日新聞京都支局

世論調査アルバイトをほぼレギュラーで勤めた。京都のせまい路地まで覚え、地理に詳し

くなったのはこのバイトのおかげである。ことに、選挙速報アルバイトは、新聞記者になっ
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た気分でそうした職業にあこがれる一因ともなった。また、京都ならではのアルバイト体

験の一例として、映画ロケでのエキストラ体験と、春秋の大掃除アルバイトが想い出され

る。ロケでの「その他大勢」出演では『女の一生』や『夜明け前』をはじめとして数回友

人と共に出かけ、今なお貴重な機会だったと思う。また、田舎の実家にいる時には逃げ回っ

ていた大掃除もアルバイトとなると別である。ヨソ者に冷たい京都の人の家の中をみられ

る特別の機会とも考えて積極的に働いた経験がある。学生時代にはアルバイトといえど

も、貴重なフィールド・ワークの機会になると思う。

その後、大学院修士二回生の春、永井先生が東京工大へ移られたこともあり、秋から入

社試験をパスして内定していた毎日放送大阪本社の企画調査部の仕事を手伝った。１９５９年

四月から正式入社となり、大学院を中退、満四年間、企画調査関係の業務を担当。当時は

OTVが毎日テレビと朝日テレビに分離してスタートしたばかりで、ラジオもテレビも大

いそがしで、日曜休日もほとんどなく、連日終電で帰途につく有様だった。とりわけ、営

業サービスで始めたスポンサー個別のマーケティング・リサーチを大阪地区一万人対象の

面接調査として毎年二回程度実質的に二人の社員で切り盛りして実施した。この調査は関

西における有力大学の学生百名を連日訓練して調査員として採用、関学からも多くの学生

をアルバイトとして採用している。とにかく、顧客の調査目的・希望項目の聴取から具体

的な質問紙の作成、調査実施、集計、分析、報告書作成、調査結果報告会をほぼ二人だけ

で連日連夜懸命に取り組んだ。途中、MBS労働組合の執行委員（情宣部長）も兼ねたの

で多忙に輪をかけて、帰るとぐったりし、健康に不安を感じてきた。そんな時、もう一度

大学院に復学するため、恩師を訪ねたところ、関学と関大でマス・コミュニケーション関

係の助手を募集しているので関学に応募してみてはどうかとすすめられた。当時、関大社

会学部でコミュニケーション論を担当されていた吉田民人さんに応募論文の原稿を見てい

ただいた。幸運にも関学社会学部専任助手に採用されたのは１９６３年四月のことであった。

月給は毎日放送の半分になったが、とにかく時間が自由に使えるので、大学はまさに「天

国」ではないかと一瞬思ったほどだ。（その四、五年後に勃発した大学紛争により「東の

東大、西の関学」といわれた激しい“関学闘争”の「地獄」を経験することになるのだが。）

関学に京都から通勤するようになってはじめて阪急電鉄を利用することになり、関学が

上ヶ原にあるのも小林一三のおかげと知った。関学に勤め始めたことが、私の小林一三や

阪神間文化研究の直接的なきっかけとなっている。

（『関西学院大学社会学部３０年史』１９９５年、所収）
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津金澤聰廣教授記念号によせて

社会学部長 � 坂 健 次

津金澤先生は京都大学ならびに同大学院で教育社会学を修められましたが、学生・院生

時代から関心は教育社会学の枠をはるかに超えていたように思われます。若き永井道雄氏

を師とし、鶴見俊輔氏らによる「思想の科学研究会」や加藤秀俊を中心とするコミュニケー

ション研究会（のち、京大大衆映画研究会）らの影響のもとに、コミュニケーション、家

族、民衆娯楽、大衆文化、生活文化などに関心をもたれました。このときの関心は通奏低

音となってその後の研究生活に流れ続けたように思われます。

先生は１９６３年に本学部専任助手として就任されるまでの４年間ほど、毎日放送大阪本社

で企画調査をお仕事に携われました。大学院時代には、アメリカ映画の影響に関する調査

や、そのころ流通しはじめた「週刊誌」の歴史と現状についての調査を経験されています。

当時先端的であった SD法なども試みられる一方で、どちらかと言えば量的ではなく質的

な調査方法に傾倒されていったようです。
おお

日本のジャーナリズムに関しては、それまで大新聞（＝政治・言論紙）ばかりが注目さ
こ

れていたのに抗して、先生は小新聞（＝娯楽・雑報紙）にこそ源流があるのではないかと

いう仮説のもとに、「小新聞」の研究に着手されました。これが先生のなかでのマス・コ

ミュニケーション史あるいはメディア史のはしりとなりました。

関学に就職されてから、はじめて阪急電車に乗るという経験もされました。通勤のとき

に見た沿線風景が新鮮で、電車もモダンの香りがありました。このときの経験が先生をし

て、小林一三、阪急電車、宝塚戦略、阪神間モダニズムの研究へと駆り立てたのです。

先生のお仕事は、表面的にみると実に多岐にわたっております。漫画から西部劇、盛り

場から最近は災害と情報など。また著作リストなど拝見しておりますと「ゼミ合宿にみる

学生風俗」というものもありまして、何でも研究の素材になってしまいそうです。表面的

な多様性のなかの学問的特徴を一言で言えば、serendipity（掘り出し型）とマートンに

よって名づけられた方法にあります。つまり、各種のメディアをめぐる未公開・未整理の

貴重な史資料やデータを「掘り起こす」ことによって、社会心理史、社会史、文明史の観

点からまとめ、さらに理論構築をめざすという方法です。その妙味は、「私のメディア史

研究と小林一三、権田保之助、そして星野鐡男」と題する最終講義でもいかんなく発揮さ

れました。

これまでお仕事の一部は『現代日本メディア史の研究』と題する本にまとめられ、その

お仕事に対しまして、１９９９年学位が授与されたのであります。業績は多く、共編著の形を

とっている著書、つまり本のかたちをとっているものだけで、なんと２２冊もございます。

論文にいたっては数えきれないくらいです。

社会学部内におきましては、「新聞資料室」の充実にご尽力されましたし、学部国際交

流委員長として、中国人民大学との交流に貢献なさいました。また、大学レベルでは図書

館副館長として、これまた学術情報の整備拡充につとめられました。各大学への出講、ご
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講演も数限りなくございますし、日本マス・コミュニケーション学会、日本広報学会など

理事を務められ、学会にも貢献されました。

先生はどこにも行かれましても、ご自分の目と足とで意欲的に情報を収集してこられま

す。イギリスに行けば、ロンドンからギルフォードまで列車で行けば３０分くらいのところ

をわざとバスに乗ってあちこちの街中を見てこられますし、中国へ行けば行ったでカラオ

ケめぐりをされたりしておられます。すべて研究心からです。私は、こうした見聞にもと

づいて先生が比較的軽くお書きになるエッセイ風のレポートが大好きです。その都度、「今

度こんなもの書いたので読んで欲しい」といってそのコピーを下さるのですが、私はその

愛読者の一人であります。こうした好奇心に支えられた「考現学」は、相当の気力・体力

を要するのではないかと思います。先生、これからもお元気でそうした「考現学」をお続

けください。そして、またその原稿を読ませていただきたいと思います。
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星野鐵男の生活文化論＊

津 金 澤 聰 廣＊＊

１．「環境」研究の先覚者・星野鐵男

今でこそ「環境」論、「環境問題」ないし「環

境社会学」などが国内問題としても国際的にも人

びとの大きな関心事となっており、「広報社会学」

の分野でも「環境広告」および「環境広報」のあ

り方やその可能性追求が今日的重要テーマとして

浮上している。

星野鐵男（１８９０～１９３１年）は、すでに８０年前か

ら広く人間の健康をめぐる環境問題にいち早く

「環境衛生学」ないし「社会衛生学」専攻の立場

から、その生涯を通して取り組んだ先覚者の一人

である。その概要について後に紹介し、検討する

のが本稿の目的だが、その一例をあげれば、星野

は「保健衛生」の根本問題として、まず、われわ

れを取り巻く日常の生活環境の「浄化」が必要で

あり、そのためには何よりも都市の「田園化」が

緊急の重大課題であることを提唱しており、それ

が今日のわれわれの生活文化にとってどれほど切

実な問題であるかを絶えず説きつづけ、且つ自ら

実践しつづけた点で改めて注目されよう。

星野鐵男の経歴について

星野鐵男の経歴については急逝後、一周年記念

に発行された村上賢三・木村與一編『星野鐵男』

（衛生文化思想普及会、１９３３年）に所収の南原繁

「履歴（一）出生より金澤まで」並びに村上賢三

「同（二）金澤来住より埋骨まで」等に詳しく記

載されている。ここでは、本稿を進める上で必要

な最小限の略歴のみをたどっておきたい。（以下、

多くの引用文の表現は現代表記に改めた。）

星野鐵男は、１８９０（明治２３）年２月１０日、群馬

県利根郡利南村大字戸鹿野（現・沼田市）にて、

銀治・はまの三男として生まれた。星野家は、当

地の旧家で当時最初のキリスト教の家庭であり、

「君生まれながらにして信仰の雰囲気の中にあ

り、早くより日曜学校にも通う」という生活環境

の中で育った。１）やがて地元の升形尋常高等小学

校（９歳の時慈母を失う）から、１９０３（明治３６）

年群馬県立前橋中学利根分校（旧制沼田中学校）

に入学（１５歳の時、第二の母とも死別）するが、

その間の鐵男について南原繁は「爾来、君は姉の

機織の手伝いをなし、或は編み物の稽古をなした

ることもあり。又よく一人の愛妹の世話をなした

りという。後年、家政、育児の事に関心をもち、

君が家庭の不幸に際会して、母なき三人の愛児の

ために自ら是等のことに当たりたるもさこそと思

＊キーワード：住環境、星野鐵男、生活文化
＊＊関西学院大学社会学部教授
１） 村上賢三・木村與一編『星野鐵男』（衛生文化思想普及会、１９３３年）のうち、経歴については、南原繁、村上
賢三の記述から引用・参照した。なお、星野鐵男の生涯については、上記の『星野鐵男』のほか、星野達雄の
著作に多くを教えられたことを明記し、心から感謝申し上げたい。たとえば、
星野達雄『星野光多と群馬のキリスト教』星野光多と群馬のキリスト教刊行会（発売所・キリスト教新聞社）

１９８７年。
星野達雄『からし種の一粒から──星野るいとその一族』ドメス出版、１９９４年。
星野達雄「内村鑑三を師とする星野鐵男」『内村鑑三研究』第３１号、１９９５年１１月。

（とりわけ、星野鐵男と内村鑑三との師弟の深い交わりについては、この論文から多くのものを教えられた。）
および、沼田教会創立百周年記念事業百年史編集委員会編『沼田教会百年の歩み』日本基督教団沼田教会、

１９８９年、参照。
なお、本稿の引用文等の表記は例外を除いて多くは、ほぼ現代表記、当用漢字に改めた。
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い合せらる」と書いた。

旧制沼田中学校卒業後、１９歳で利根郡真庭小学

校の代用教員として奉職、その間童話に童謡に、

児童教育に興味を覚える。１９０９（明治４２）年旧制

第二高等学校（医科）に入学、キリスト教主義の

寄宿舎「忠愛之友倶楽部」に起居することになっ

たが、この時代に内村鑑三の『聖書之研究』誌に

接し、魅せられ、その後内村と出会うことにな

る。１９１２（大正元）年、東京帝国大学医科大学に

入学し、医学を学ぶかたわら、長く待望していた

東京郊外柏木における内村鑑三の聖書講筵に列す

ることを許され、門下生となった。そして、その

門下生のうち、南原繁、坂田祐、鈴木錠之助、松

本実三、高谷道男、石田三次ら七名で（その後さ

らに、植木良佐、小出義彦、高田運吉、松田寿比

古、松田亨爾、土屋禎らも参加）「白雨会」を組

織した。２）「白雨会」とは旧約聖書詩篇第６５編第

１０節に基づく「神の恩恵なる白雨」にちなんで命

名されたものとのことで、星野と会員とは生涯に

わたって親密な交わりを保ち、とりわけ、南原繁

とは、鐵男の愛妹・百合子（きく子）が南原の最

初の妻（百合子は１９２５年に病没）となるほどのま

さに兄弟としての深い交わりを保った。３）

１９１７（大正６）年１２月東京帝国大学を卒業、「当

時ほとんど顧みられなかった衛生学教室に入

り」４）、間もなく、内務省保健衛生調査会による、

高野岩三郎を中心とする東京市京橋区月島におけ

る労働者についての初の総合的な生活実態調査

（内務省衛生局による略称「月島調査」１９１８～１９２０

年）に内務省嘱託として参加した。星野は衛生学

者の立場から一時はそこに小家屋を借り、泊りこ

んで「月島における労働者の衛生状態」について、

まさに丹念な実地調査を担当、報告書（１９２１年刊）

も分担執筆した。これが彼の学問的調査研究のも

う一つの出発点ともなっている。

「月島調査」以降の研究テーマ

その間、１９２０（大正９）年に大石みその（京都

の大石和太郎長女）と３１歳の時結婚、司式は内村

鑑三によって行われた。５）翌１９２１年東京帝国大学

医学部助手に任ぜられ、１９２２（大正１１）年には新

設の金沢医科大学教授に内定したあと、１９２２年春

より１９２４（大正１３）年５月まで文部省から留学を

命じられ、２年の間欧米諸国で在外研究に従事し

た。白雨会の友人、植木良佐はこの留学を「人は

皆教授の肩書きで行き度がるのに、彼は平気で東

大助手として出かけた」と書いている。６）

１９２４年５月帰国と同時に任地の金沢医科大学

（現・金沢大学医学部）の初代衛生学講座教授と

なり赴任、以降、大学での教育・研究のみならず、

北陸地方を中心に各地で衛生文化思想の普及、旺

盛な講演、執筆活動を展開し、人間の健康の問題

２）加藤節『南原繁──近代日本の知識人』（岩波新書、１９９７年、３８～３９ページ）によれば、内村鑑三門下には、天
野貞祐、小山内薫、志賀直哉らによる「教友会」というグループのほかに、前田多門、鶴見祐輔、森戸辰男、
高木八尺、三谷隆正、田中耕太郎、矢内原忠雄ら多くの俊秀が「柏会」というグループをつくっていた。「白雨
会」は、これらよりややおくれて組織されたグループである。
また、同書（３９ページ）によれば、南原が「白雨会」の交わりを大切にした背景には、人間の共同体的結合

そのものを評価する彼の態度があり、逆に「白雨会」のメンバーとの交友が南原の共同体的価値観を強めた面
もあった、と次のように書いている。
「無教会主義をえらんだ南原において、『白雨会』の交わりは、信仰について語り合うことで、自己の信仰を

確認し、ふかめ、つよめていくためのほとんど唯一の機会となった。」
３）星野鐵男と「白雨会」とりわけ、南原繁との深い交わりについては、星野達雄「内村鑑三を師とする星野鐵男」
（前掲論文）に『白雨会誌』などを引用して詳しくふれられている。また、南原繁と星野百合子（きく子）との
結婚に至る経緯も詳しく記されており、『白雨会誌』にも「大正５年１１月２０日（月）午後三時、今井館に於て、
南原繁君、星野百合子嬢の結婚式挙行せらる。内村先生司式せられ、坂田夫婦媒酌たり。」と書かれているとの
ことである。
さらに、星野鐵男と「白雨会」については、坂田祐「星野君と白雨会」、高谷道男「白雨会と星野君」、植木

良佐「星野鐵男君を憶ふ」（前掲書）『星野鐵男』所収、に詳しい。
４）植木良佐「星野鐵男君を憶ふ」前掲書、１２７ページ。
５）内村鑑三は『日記』に次のように書いた。「１０月２８日（木）晴、少しずつ快し、前約に従い医学士星野鐵男対大
石ミソノの結婚式を司った。この任に当り得るだけ健康が回復し居りしことを感謝する。実に美はしき式であっ
た。簡単で、誠実で、神聖で、一同歓喜に充たされた。」山本泰次郎編『内村鑑三日記書簡全集』第１巻、教文
館、１９６４年、３１４ページ。

６）植木良佐「前掲論文」１２８ページ。
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を主に住生活の改善や環境問題についての啓蒙、

実践活動を通して積極的に推進している。

「彼は小さい論文や報告を作ることに余り頓着

しなかった。彼の着眼は今少し高く、従来研究室

に閉じ込められて窒息しかかっていたわが国の衛

生学を、広い自由の天地に開放し、医学者間にま

で医学の小分科としか見なされなかったものを、

医学そのものと対立すべき本来の位置に戻し、ま

たこれを一部専門家の手から開放して、一般家庭

の日常生活に織り込もうとした。それが彼の目的

であった。」

「見るべし。彼は独り学内にとどまらず、出で

ては北陸の天地を嵐の如く馳けめぐって、霊魂と

肉体との聖潔を呼号した。」

以上は、同じ医学者でもあった友人・植木良佐

の星野評であるが、次のようにも書いている。

「外に対しても彼の活動は益々盛になった。公

衆衛生施設、講演、伝道、キリスト教青年会の指

導、衛生文化叢書および同リーフレットの発行

等々、三面六臂でも及ぶまじい活動が続けられ

た。」７）

あるいは、衛生学的見地から自らモデルハウス

を設計、建築し、金沢の自宅の庭先には「青年の

家」を作り、学生や研究生らに開放したという。

学内では、超多忙の中を学生監、学生部長をも務

めるかたわら、キリスト教の信仰と伝道、家庭で

はわが子三人の「養教育」を実践するなど、すべ

てに全身全霊を打ちこみ取り組んだが、惜しくも

１９３１（昭和６）年１２月わずか４１歳という若さで病

のために急逝された。１９２７（昭和２）年９月、み

その夫人を失って４年後のことであり、あとに

は、幼い愛児三人が遺された。８）

星野鐵男のその短い生涯に凝縮されている知ら

れざるさまざまな先駆的業績についてはこれまで

ともすると、星野を主に「性教育」のパイオニア

としての研究側面のみが注目され、クローズアッ

プされているが、９）彼の輝かしい非凡な業績はそ

れにとどまるものではない。むしろ、星野鐵男の

全体としての研究業績は、植木良佐もすでに指摘

しているように、衛生学を「広い自由の天地に開

放し、」「これを一部専門家の手から開放して、一

般家庭の日常生活に織り込もうと」実践活動にま

で推し進めた点にあり、いわば、社会衛生学、環

境衛生学の立場から「郊外ユートピア」の思想と

実践に深く関わった先覚者としても忘れることは

できない。すなわち、人々の生活文化や環境と健

康とに関わるすべての問題が、星野にとっての重

要な関心事であり、研究テーマであったのだ。

その文脈で、本稿では、むしろこれまでふれら

れることの少なかった彼独自の住生活論や健康と

環境についての理論的・実践的側面について限ら

れた範囲ではあるが、紹介と検討を試みたい。も

とより、星野鐵男の仕事については、彼のキリス

ト教の信仰と伝道とが分かちがたく結び合ってお

り、それらと切り離して論ずることは当を得ない

ことを承知の上で（その点は筆者の任を越えるの

で）あえて以下本稿を進めたいと思う。１０）

７）同上、１２９ページ。
８）星野鐵男の師・内村鑑三は１９３０（昭和５）年３月２８日に召天されたが（享年７０歳）、星野はその翌年１月４ヶ月
後に師のあとを追うように４１才の若さで召天された。

９）たとえば、石川弘義「星野鐵男の『性教育論』」および、井上忠司「星野鐵男と大正文化」共に、星野命編『異
文化間関係学の現在──旅・異文化・人生』金子書房、１９９２年所収。
なお、星野鐵男をその「性教育」論のみでなく、彼の研究成果を全体として論じている先行研究には、たと

えば、
川合隆男「愛児のために何を為すか・星野鐵男」生活研究同人会編『近代日本の生活研究──庶民生活を刻

みとめた人々』光生館、１９８２年、所収。および、星野の業績をその社会衛生学史の上で位置づけた研究論文に、
瀧澤利行「近代日本における社会衛生学の展開とその特質」『日本医史学雑誌』第４０巻第２号、１９９４年６月、

日本医史学会、がある。この瀧澤論文では「社会衛生学における『自治』理念の実践化──星野鐵男の例──」
として、近代日本における社会衛生思想史並びに社会衛生学史上での星野鐵男の業績を詳細に考察しており、
多くを教えられた。この貴重な論文の所在をご教示下さった花園大学大学院教授・大國美智子先生にこの場を
借りて深く感謝したい。

１０）星野鐵男の信仰生活については、前掲注１）の村上賢三・木村與一編『星野鐵男』並びに、星野達雄「内村鑑
三を師とする星野鐵男」等を参照されたい。とりわけ、星野達雄の諸著作はこの問題をすでに深く論究してお
り、多くのことを教えられた。
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２．星野鐵男との出会い─権田保之助、
小林一三そして旧制沼田中学─

権田保之助の民衆娯楽研究

衛生学者である星野鐵男と広報社会学やメディ

ア史専攻の私とがどう結びつくのか、その幾重に

も重なる出会いについて、まずふれておきたい。

私は京都大学教育学部在学中から、重松俊明（主

任教授）、永井道雄（助教授）、森口兼二（助教授）、

加藤秀俊（京大人文科学研究所所員）の諸先生か

らご指導をいただき、教育社会学や社会教育学の

基礎を学んだ。とりわけ、先生方からのご指導で

強く私の心に印象づけられたことのひとつは、現

代社会と教育との問題を考えてゆく上で、教育の

社会的機能を学校教育の領域に限定してしまうの

は狭すぎる、もっと広く重層的に社会教育や家庭

教育との相関でとらえてゆくべきだという指摘で

あった。社会教育のなかでも、とりわけマス・メ

ディアによるマス・コミュニケーションがもたら

す問題は教育を考えてゆくときに、特に重要だと

いう点に強い関心をもったのである。当時、アメ

リカ合衆国でのマス・コミュニケーション研究

は、コミュニケーションの二段の流れ論やその伝

達過程における準拠集団の媒介変数としての小集

団への注目があり、その関連で、社会教育の一環

としてのマス・メディア研究を進める上ではま

ず、小集団研究、とりわけ家族や友人集団等の研

究が必須であることを教えられた。ちょうど永井

ゼミでは小集団研究がテーマだったこともあり、

私が学部の卒業論文に、重松・永井両先生のご指

導で近代婚姻家族の問題を取り上げたのも以上の

ような経緯による。その直後の１９５７年の『思想』

２月号に加藤秀俊「ある家族のコミュニケーショ

ン生活」が発表されたのも、私が家族研究とコミュ

ニケーションとの関連に着目する大きな学問的導

きとなった。大学院教育学研究科（教育方法学専

攻）では、主に、教育社会学、社会教育学の見地

から大衆文化としてのマス・メディアの問題に焦

点をしぼり、学部時代から関心の強かった映画史

研究から出発した。当時、学部・大学院共通講義

で、加藤秀俊先生が「広報学」の名でコミュニケー

ション論を担当されており、先生の指導による日

米映画についての「解き口」実態調査などコミュ

ニケーション研究会に私も参加することで、映画

の現状と歴史について自然と研究関心が高まっ

た。その学習過程で映画（活動写真）や民衆娯楽

研究で先駆的な業績を数多く発表していた権田保

之助の研究の存在を知ったのである。

その後、大学院を中退して�毎日放送に入社、
社員としてラジオ・テレビ関係の各種実態調査や

CMや商品についてのマーケティング・リサーチ

に連日従事することになるが、その間も権田保之

助による映画や民衆娯楽などのマス・メディア調

査文献は直接、間接に仕事の参考になった。１９６３

年に幸い関西学院大学社会学部助手に採用され、

翌年最初にまとめて発表した小論が「戦後日本に

おける“大衆芸術・娯楽”研究の動向──付・主

要関連文献目録」である。そのなかでもその前史

のひとつとして権田保之助について改めて学習す

る機会となった。その研究業績をたどるうちに、

権田も参加した高野岩三郎らによる「月島調査」

の存在を知ることになり、その共同研究のメン

バーのひとり星野鐵男という研究者にも強く印象

づけられた。「月島調査」の詳しい内容を直接眼

にしたのは、その復刻版が「生活古典叢書」の第

６巻として光生館から刊行された１９７０年３月以降

のことになるが、その間私自身、権田保之助研究

はずっと持続していた。１１）

この「月島調査」は実際に種々の企業サイドの

社会調査に従事してきた者の目からは、まさに総

１１）研究対象として権田保之助に最初に触れた論稿は、「戦後日本における“大衆芸術・娯楽”研究の動向──付・
主要関連文献目録──」『関西学院大学社会学部紀要』第９・１０合併号、１９６４年４月、であり、その後「現代日
本の“大衆芸術・娯楽”の研究」重松俊明編『変動期の社会と教育』黎明書房、１９７０年、および、「わが国にお
ける娯楽研究小史」仲村祥一編『現代娯楽の構造』文和書房、１９７３年、とつづき、１９７５年には、『権田保之助著
作集』第三巻を津金澤が編・解説を担当し、文和書房から出版した。（この著作集は、第一巻を仲村祥一、第二
巻を井上俊、第四巻を田村紀雄が編・解説をそれぞれ担当した。）
その後も、日本人と娯楽研究会に参加し、＜シンポジウム＞「権田保之助の全体像とその現代的意義」（『権

田保之助研究』創刊号。１９８２年秋）、および＜座談会＞「娯楽を見る目──娯楽研究の視点と権田保之助の位置」
（『権田保之助研究』第４巻、１９８６年冬）にも出席し、発言している。
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合的な本格的、画期的な社会調査であり、その調

査を指導した高野岩三郎や権田保之助や星野鐵男

の業績に対してはいっそう強い関心と興味をもっ

た。とりわけ、１９６８年に出版された大島清『高野

岩三郎伝』（岩波書店）に接し、「月島調査」の社

会思想史にとっての意義についても学ぶことがで

きた。

小林一三と星野鐵男の「郊外ユートピア」

他方、私と星野鐵男との出会いは、小林一三研

究とも深く関わっている。私のメディア史研究の

関心は、学部学生時代からの娯楽ジャーナリズム

への興味に始まり、そこに重点を置いていた。新

聞ジャーナリズムの源流をたどるとその本流は、
こ

実際は“小新聞”と呼ばれた娯楽・雑報紙の系譜
こ

にあり、それまでなおざりにされてきた“小新聞”

研究をはじめ映画や漫画やラジオなど娯楽・雑報

メディアの研究が、今こそ必要ではないかと気づ

いたからであった。その事例研究のひとつとし
こ

て、大阪における『大阪毎日新聞』と“小新聞”

として創刊された『大阪朝日新聞』との競争関係

史などを調べてゆくうちに、とりわけ『大阪毎日』

が『大阪朝日』に発行部数の面で追いつき追い越

せとばかりに、まさに多種多彩な新聞社事業とい

う名のメディア・イベントを企画、実行し、実績

をあげていることに注目した。１２）

たとえば、『大毎』はその事業活動の一環とし

て小林一三の阪急電車とさまざまな沿線行事や事

業を共催し、両者の乗客・読者増のタイアップ効

果をあげている。そのひとつ、大毎慈善団（その

後の社会事業団）と宝塚少女歌劇との１０年間にわ

たる大毎慈善歌劇会の成功が、その後の宝塚歌劇

の発展の重要な契機になったことは、今ではよく

知られている。今日の甲子園野球の原点も元はと

いえば、阪急電車の沿線開発事業からはじまって

いる。小林一三は、その沿線開発のモデルを２０世

紀初頭に胎動した欧米での田園都市運動に刺激を

受けて構想した形跡がある。結果的にそれは、い

わゆる田園都市運動とはかけ離れた、大都市近郊

のベッドタウン開発にとどまったきらいはある

が、その沿線開発初期には、明らかに日本におけ

る「郊外ユートピア」への理想が掲げられた。そ

して部分的にせよ、阪急沿線池田室町等の新しい

街づくりの成功が注目され、それはその後の東京

における田園調布の誕生へと引きつがれていっ

た。これらの過程についてはすでに論究を試みた

が、１３）私の注目をひいたのは、小林一三も憧れて

いた田園都市の現地に、星野鐵男は在外研究中に

実際に訪れ、詳細にその実態を調査報告している

点であった。田園都市の問題に関心をもった日本

の知識人や都市計画の専門家達は少なくないが、

その当時現地踏査をした研究者はきわめて少数で

あり、そのひとりが星野鐵男であった。この田園

都市、花園都市構想の推進者、実践者として、小

林一三と星野鐵男とは直接交流はなかったものの

「郊外ユートピア」の理想を共有する点でその延

長線上にあると見ることもできよう。

さらに、私と星野鐵男との出会いは、星野が同

じ郷里の先覚者であり、旧制群馬県立沼田中学校

の大先輩に当たるという関係にもある（私自身は

旧制沼田中学校の最後から二番目の入学で、卒業

は新制高校）。しかも、私の家の隣家であり幼な

じみでもある年長の友人・角田勤医博の御母堂の

叔父様に当たるのが星野鐵男そのひとなのであ

る。角田勤医博との親しい関係のお陰で、星野鐵

男に関する貴重な資料・文献をご教示いただき、

また入手することができ、その文献資料の未入手

の部分は、その後、石川県立図書館や金沢大学医

学部図書室等に出かけ、そのご協力で補うことが

できた。今、私はこうした重なりあった不思議な

ご縁で星野鐵男と出会うことができたことを心か

ら感謝している。

３．星野鐵男と「月島調査」

「月島調査」とは

１２）この『大毎』の戦前におけるメディア・イベント史については、津金澤聰廣「大阪毎日新聞社の『事業活動』と
地域生活・文化」津金澤編著『近代日本のメディア・イベント』同文館、１９９６年、ですでに論及を試みた。

１３）たとえば、津金澤聰廣『宝塚戦略──小林一三の生活文化論」講談社、１９９１年、および津金澤「沿線に庶民の
楽園を──郊外ユートピアの本質を読む」『歴史街道』１９９６年２月号、PHP研究所、津金澤「小林一三と東京（東
京に残した足跡）」『東京人』１９９８年５月号、（財）東京都歴史文化財団、あるいは、津金澤「小林一三による阪
急沿線文化と関西学院」『関西学院フロンティア２１』第５号、１９９９年、関西学院、等参照。
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いわゆる「月島調査」（１９１８～２０年）の結果を

まとめた報告書は、『東京市京橋区月島における

実地調査報告』として、１９２１（大正１０）年５月に

内務省衛生局より出版された。調査は、高野岩三

郎の指導のもとに進められ、実地調査を担当し、

報告書の執筆にあたったのは、総説を高野岩三

郎、「月島と其の労働者生活」を権田保之助、「月

島に於ける労働者の衛生状態」を星野鐵男、「月

島の労働事情」を山名義鶴、であった（その復刻

版は、１９７０年、生活古典叢書第６巻『月島調査』

＜解説・関谷耕一＞として光生館より発行され

た）。「月島調査」は、すでに多くの指摘があるよ

うに、労働者の密集した都市地域社会を対象にし

て、労働者の社会生活と経済生活についてのはじ

めての総合的調査であり、その人口動態、衛生状

態、労働条件から社会の階級構成にわたる総合的

立体的社会調査（Social Survey）として、まさ

に先駆的、画期的な成果であった。大島清は調査

の概要と方法を次のように的確に要約している。

「月島は隅田川の川口にある三角州で、つくだ

煮と監獄で名高い佃島、それに埋め立て地の新佃

島と月島からなる人口約３万の一地域。ここは石

川島造船所はじめ第一次大戦中の軍需景気の波に

乗って族生した大小の機械工場が軒を接し、その

周辺は熟練工の密集地帯であった。江戸の名残を

のこす古びた民家や漁家のたたずまい、労働を終

えた職工が一杯ひっかける屋台のおでん屋、風呂

屋と米屋と寄席のある町の一角に、高野は調査所

を設置した。この根拠地に彼の有能な調査員とし

て山名義鶴、権田保之助および星野鐵男が寝泊ま

りし、町内の住民と毎日あいさつを交わしながら

調査をすすめた。」１４）

仕事はまず社会地図の作製と既存の統計資料の

収集と分析から始まった。大島清は、星野を「東

大出の医学士で南原繁の義兄、のちに金澤医大の

教授となり社会教育にも尽力した篤学の士」と紹

介し、また「星野は幼稚園と小学校に通って３０００

名をこえる児童の身体検査を実施した。上水道・

下水道から糞尿処理やゴミの排出量まで衛生環境

をくまなく調べ、また住民の疾病や死因統計を作

成した。権田は労働者の娯楽はもちろん、彼らの

結婚と離婚、家計のやりくりから子供と駄菓子屋

の関係まで社会生活のディテールを異常な熱心さ

をもって洗い上げた。山名は主として機械工場に

おける労働時間や労賃などを調査した。」１５）と述べ

ている。

「月島調査」の特徴は、社会地図の作成もその

ひとつだが、さらに「官庁の既存資料と実地調査

から得た材料をもとに各種の統計を作成し、その

統計分析によって一地域内にある住民の生活状態

と社会階級構成を明らかにした点に最大の長所が

ある」１６）といわれる。

労働者の悲惨な衛生状態

星野も実際、実地調査と並行して、月島におけ

る過去の衛生状態の一端を明らかにするために、

明治４２年より大正７年に至る１０年間の死亡原因も

丹念に調査し、その統計分析を進めている。また、

一般衛生状態については、上・下水道、ゴミの年

月別排出量、排便状況、街路や衛生組合を調べ、

さらに、月島の小学児童身体検査（検査を受けた

児童総数は三千をこえているが、退学者が多いの

で有効検査票は２，７５９）をその家庭での養育史を

含めて実態調査した。さらに、労働者の身体検査

は成年工と少年工にわけて調べ、労働者家族の栄

養状況調査をその献立表やカロリー計算など実に

綿密な事例研究を蓄積している。

星野がとりわけ注目しているのは、労働者の劣

悪な住居環境である。長屋の構造や衛生状態につ

いては、下水の排泄状態、通路の状態、換気や採

光の状態など詳細に実地検査し、特に不良長屋に

関しては次のように記述していて留意される。

「屋根は黒色ブリキ葺であって、室内暗く（或

るものは全く光を仰ぐこと出来ぬものがある）空

気は悪臭を放ち、共同便所は開放せられしまゝに

して食事中でも臭気鼻をつき、下水亦停滞して狭

く屈曲してゐる通路を汚して児童等の遊戯する所

ない程である。」

１４）大島清「月島調査──都市地域社会調査の一典型」『岩波講座・現代都市政策月報９』１９７３年８月、２ページ。
（後、大島清『人に志あり』岩波書店、１９７４年に所収。）

１５）同上論文、２ページ。
１６）同上。
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「月島通りに面せる十戸の如き複雑なる構造で

あって、床下なく地上に莚を敷きて茲に起居する

ものあり、光線全く入り来らぬ所に住するものあ

り、三畳に六人の密度を以て暗黒裡に起臥するも

のあり、便所は眼前に横はり開放せられて悪臭食

膳を襲ふという有様下水の排除は不良であって氾

濫又氾濫。共用水道栓は二個を三十一戸にして使

用してゐるのである。かかる長屋に人は住んでよ

いのであろうか、住ましておいてよいものであろ

うかと思はざるを得ぬやうな感を與ふるものであ

る。野原の鳥獣の方が遙かに気持よい住家を有っ

てるのではあるまいか。」１７）

こうした悲惨な月島の長屋の実態を前にして、

星野の憤りとも何とも言い難い思いが強く迫って

くる文章である。また、「衛生職業」の種類やそ

の「社会衛生地図」を丹念に調査、作成し、たと

えば、駄菓子屋一店当たりの児童数や理髪店、湯

屋（銭湯）、ミルクホールの実態調査も実施して

いる。星野のこれらの業績について、大島清は次

のように書いた。

「星野は小学校や幼稚園に通って子供の身体検

査をおこなった。そのあと、１５０名をこえる労働

者の身体調査も実施した。労働者１５家族から毎日

の食事献立を集めて栄養調査をするのも彼の仕事

であった。医者、あんま、洗濯屋、駄菓子屋、ミ

ルク・ホール、古着屋など、衛生関係の職業調査

をやった結果は、さらに数葉の社会地図となって

残された（１９２０年６月終了）。」１８）

星野にとっても、この「月島調査」で採用され

た社会衛生学や社会科学の方法論は、彼のその後

の学問研究の総合的な出発点ともなったといえ、

また、そこで直視した労働者の生活環境の劣悪な

状況、とりわけ、「かかる長屋に人は住んでよい

のであろうか」と思わせるほどの鳥獣にも劣る住

生活の悲惨さの現実、それらにどう対処し、どの

ような改善の道があるのかが、彼の研究の大きな

課題のひとつとなった。

４．留学中の「田園都市」への実地調査

欧米への留学

１９２２（大正１１）年春より１９２４（大正１３）年５月

まで、星野鐵男は文部省派遣により衛生学研究の

ため、アメリカ合衆国および欧州（主にドイツ、、

英国）に留学した。その間、星野は内村鑑三や親

族、友人、知人らに筆豆に手紙を出しており、た

とえば、内村鑑三の『日記』１９２２年７月２５日（火）

には次のように記されている。

「＜前略＞予防医学研究のための欧米遊学中の

星野医学士、ニューヨーク発の通信の一節にいわ

１７）星野鐵男「月島に於ける労働者の衛生状態」復刻版、２０３ページ、および２０６ページ。
１８）大島清『高野岩三郎伝』岩波書店、１９６８年、１０３ページ。なお、大島は、星野と高野岩三郎との関係について次

のように記述している。
「『古人今人』の編集発行者・生方敏郎氏からいただいた便りによれば、高野岩三郎の提唱によって実施され

た月島調査──１９１８年、わが国で最初の組織的な社会調査、家計調査──に衛生部門を担当した星野鐵男は氏
の親戚のひとりであった。星野一族には有名な直樹、茂樹、芳樹の三兄弟があり、（引用者注・三兄弟は鐵男の
従兄弟）星野鐵男もその一族であった。彼が月島調査に参加した経緯やその後の動静など、ほとんどわからな
かったのであるが、伝記の刊行を機縁にそれが判明した。
星野は東大医学部を出た医学士で、在学中から内村鑑三門下の敬虔なクリスチャンであった。彼の姉（引用

者注・これは誤りで、妹）は南原繁氏にとつぎ──若くして亡くなったというが──そうだとすれば南原氏の
師である小野塚喜平次が親友の高野岩三郎に星野を紹介したのではないかと想像される。月島調査で彼は労働
者街におかれた事務所に泊まり込み、島の衛生環境から小学生の身体調査にいたるまで、実に献身的に働いた。
この仕事の後、一時ドイツに留学、１９２４年に金沢医大教授になり、３１年大阪で死んだ。医大在職中、彼はしば
しば校門を出て北陸地方の民衆の中にはいり、衛生思想や性科学の啓蒙教育に努力したという。
これらのことを、生方氏および星野の遺子・命氏の教示によって知ることのできたのは僕の大きな喜びであっ

た。青年時代、高野とともに労働者調査に当り、その後、死に至るまで民衆教育活動を忘れなかったという事
実──高野の理想と情熱がそこにも生かされているように思われたからである。」大島清『人に志あり』岩波書
店、１９７４年、１３４～１３５ページ。
星野鐵男の「月島調査」以降の様々な研究活動や実践に、大島清のいう高野岩三郎との共同研究での経験の

影響があったとする見方もあり得ようが、むしろ、前掲の『星野鐵男』所収の多くの証言や星野達雄の諸著作
に示されているように、星野鐵男のすべての研究および実践は、元来彼自身のキリスト者としての信仰とその
伝道に発しているとみた方が自然であろう、と思われる。
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く、『…このごろは、日本の貴いところ、使命と

するところがよくわかるようになりました。桑港

で会ったストージ博士が、＜米国人は決して霊的

でも宗教的でもありませんよ。日本人の方がま

さっています＞と申されたのは、日本びいきの同

氏の言だからとは言えません』と」。１９）

また、前掲の『星野鐵男』に収められている平

山清宛の手紙には、次のように書いた。

「１９２２・１１・５・ベルリンより平山清氏宛＜前

略＞伯林ニ来テモウ三ヶ月過ギマシタ。日本ヲ出

テカラ八ヶ月ヲ経マシタ。兄ノ御手紙『早くお帰

りになるといいと思います』トアリマシタ。私モ

早ク親シイ方々ノトコロニ帰リタイ気ガシテ来マ

シタ。日本ニヲル日ニ色々ノ幻想シタヤウナコト

ハアリマセン。アメリカ。大陸。ト見マシテモ大

シタ発見ハ出来マセン。物質ニ於イテハ日本モコ

チラモ変リマセン。霊ニヲイテハ日本ハ旧世界ヨ

リモ一層純真デアルヤウニ思ハレマス。『東洋ノ

深ミ』と云フコトヲ此頃ハ考ヘ思ハサレマス。」

パリ、ベルギー、オランダに泊まったが、大し

たこと「有リマセンデシタ」と書き、「ライン河

沿岸ニ三泊シマシタ。戦争ノ結果ハマダノコッテ

ヰマシタ。ヨイコトハアリマセン」２０）とも書いて

いる。そして、１９２３年３月２２日付、ベルリンより

の平山清宛手紙には、留学１年後の感想を次のよ

うに述べている。

「＜前略＞ヨイコトモナク賢クモナラズニスゴ

シマシタ。獲物ト云ヘバ西洋文明ノ案外ツマラヌ

モノダト云フコトヲ知ッタコトデス。ソシテ微力

ナガラ霊本意ノ文明（と云フ言葉ハアタラヌノデ

スガ）ヲ建テヤウト云フ気持ガシテ来タコトデ

ス。今ノ欧州ハ宗教ニ於テモ教育ニ於イテ政治ニ

ツイテ行詰ッテルヤウデス。暗タンタルモノデ

ス。光ガ何処カラ来ルデセウ。誰モイゝアテルモ

ノハアリマセン。＜後略＞」２１）

田園都市の起源

こうした在外研究のなかでは、イギリスを訪問

し、世界最初の田園都市レッチワースをつぶさに

調査したことは、衛生学研究の上からもかなり新

鮮な印象をもった旅だったようである。１９２４年５

月に帰国して、金沢医科大学初代衛生学教授に任

ぜられ、早速、その６月に「田園都市の発達」と

題する帰朝講演を行っており、その内容は『金沢

医科大学十全会雑誌』（大正１３年）に掲載された。

まず、１９世紀末に始まった田園都市は、今やそ

の青年期に達したばかりだが、次にその起源と発

達について概略を述べたい、と次のように書き出

している。

「英国における産業革命の結果は農村の衰退、

都市の膨張を来し都市は拡大するに従いてその労

働者区域の非衛生的状態を現出した。日光充分な

る農村、清風薫る村落より都市の労働機会と歓楽

を求めて煤煙と濃霧に閉されたる大都市に一度入

込みたる田園の民は二度とその故郷には帰るべく

も非ず、文明の奇現象なる貧民窟に永住するの悲

しむべき運命に陥いったのである。」２２）

すなわち、農村を捨てて大都市への集中が進

み、ついには非衛生的生活の地域が現出するに至

り、ここで初めて、たとえば、貧者の救済を目的

として計画された社会思想家・ロバート・オーエ

ンの新労働村建設（１７９９年、ニュー・ラナークと

いう紡績工場の労働者のためのコミュニティ）な

どをきっかけに、以後、各種の労働者の生活環境

改善のための都市新設案が次々と現れたのであ

る。そして、１８９８年１０月エベネザー・ハワード

（Ebenezer Howard，１８５０～１９２０）による『明日

（Tomorrow）』の出版は、近代田園都市運動の起

源を画するもので、彼のいう田園の自然と都市の

利便、健康設備をあわせもつ田園都市の実現が

いっそう熱望された。

エベネザー・ハワードは模範都市の具体案を次

のように示していると星野は説いている。

「鉄道に近き外郭は工業地帯、中央は大公園に

してその中心に市役所、公会堂、劇場、図書部、

博物館、病院等の公共建築物あり、その周囲に住

宅あり、更にその外囲に学校教会等を有する大公

園通ありて運動場もその中にある。更に進んで新

１９）山本泰次郎編『内村鑑三日記書簡全集』第２巻、１９６４年、２０４ページ。
２０）前掲『星野鐵男』２２１～２２２ページ。
２１）同上、２２３～２２４ページ。
２２）星野鐵男「田園都市の発達」『金沢医科大学十全会雑誌』大正１３年、１１１ページ。
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都市建設に関する経済方面すなわち如何なる方法

を以て土地を購う乎之が資金の償還法は如何、市

政の実際、農業の経営法、社会事業等に関し事実

と可能性に根拠する方法とを挙げて之を詳論した

のである。」２３）

当時、タイムスをはじめ世評は、それらをユー

トピアンの夢とその実現の可能性を否定したが、

ハワードは、構想実現の手段として田園都市協会

（Garden City Association）および第一田園都市

会社を設立にこぎつけ、１９０３年４月には、ロンド

ンよりケンブリッジに至るハートフォードの一地

に新設地を選定、ここに第一田園都市レッチワー

スが誕生した。星野はこの間の田園都市発展過程

を実に詳細に分析し紹介しているが、この的確な

記述は、戦後イギリスでも定評の高い、W．アシュ

ワース『イギリス田園都市の社会史─近代都市計

画の誕生』２４）に照らしてみても裏付けられる見事

さである。

レッチワースで E．ハワードと出会う

星野がレッチワースを訪問、実地調査したのは

１９２３（大正１２）年で、当時の人口１２，０００、戸数３１３８，

内商家１２０、工場８９、公共建物３３でなお工事中で

あり、駅前広場からの大道路も建設中だったとい

う。「工場は盛んに活動していた。学童は喜戯し

て都市にみるが如き栄養不良児を見なかった。一

工場を参観したがその明るきこと水晶殿の如く、

その清潔なること、その設備の親切なることに感

嘆したのであった。汽車にてハワード氏は恰も余

の隣席にありて余がレッチウォース訪問の目的あ

ることを察し親切に説明して処々に紹介して呉れ

たことは感謝するところである。」２５）

おそらく星野の脳裏には「月島調査」で実査し

た労働者の住生活の悲惨さが余りに対照的に思い

起こされたことであろう。また田園都市運動の創

設者、エベネザー・ハワードと偶然とはいえ、直

接面識を得、親切に説明を受け処々に紹介された

日本人は、たぶん数えるほどしかいないにちがい

ない。まさに貴重な体験であり、日本における田

園都市論にとっても特筆に値する出来事である。

星野は、さらに第二の田園都市ウェルウィンも訪

問しており、「目下戸数７００、人口２５００なるもその

計画様式はレッチウォースに勝るものあるようで

ある」２６）と述べているが、田園都市で最も着目し

たのはそこでの人々の健康状態である。

「田園都市を建設すべき土地が選定さるれば先

ず道路を設け上水を供給し下水道を敷設し健康な

る住宅を建て善良なる牛乳供給所を設け良肉を市

場に供せしめ運動遊戯の設備を遺憾なくなすので

ある。」２７）

このような田園都市の健康状態は他地域と比べ

良好のはずである。たとえば、１９１２年におけるレッ

チワースと英国全体との死亡率の比較をみると、

人口千人につき８．０：１３．０となっており、乳児の

死亡率の比較ではさらに大きな差異となる。たと

えば１９２１年の出産千人につき、レッチワース５４．８

に対し、ロンドンは８１．０となっている。年度はち

がうが、対照として、東京、大阪、金沢における

１９１６年の死亡率および乳児死亡率は以下のとおり

である、とその対比を示している。

星野鐵男は、そのほか英国各地の田園都市とそ

の他の都市との一般死亡率および乳児死亡率を比

較して、田園都市のそれが非常に低いことを実証

しており、英国と比べ日本のそれらが高すぎる点

も指摘している。まさに、健康の問題を考えてゆ

く上で、田園都市の発達途上における衛生状態は

今後めざすべき方向を辿りつつあることを示して

おり、「されば田園都市の出現とその将来におけ

る発達如何は社会の健康如何と大なる関係を有す

るものと見るを得べく、医学者、衛生学者の又大

１９１６年 死亡率 乳児死亡率

東京
大阪
金沢

１７．９７
１７．９４
１９．４７

２１３．７
２２１．３
２０５．３

２３）同上、１１４ページ
２４）William Ashworth, The Genesis of Modern British Town Planning, London，１９５４。下總薫監訳、お茶の水書

房、１９８７年。
２５）前掲、星野「田園都市の発達」１１５ページ。
２６）同上、１１５ページ。
２７）同上、１１５ページ。
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いに注意すべきこと」２８）と結論している。

４．住環境研究の展開

『住宅問題』の分担執筆

留学中、田園都市の発達に強い印象を受けて帰

国した星野鐵男は、以後、研究や伝道のほか北陸

各地での講演や出版活動を精力的に展開してい

る。たとえば、１９２５（大正１４）年には恩師横手千

代之助の在職２５周年記念出版に当り、横手社会衛

生叢書第四冊『住宅問題』を分担執筆し、また、

その年金沢市内に自ら設計、監督に当った住宅を

新築し、ここを終生の住居とした。この『住宅問

題』はその後の星野の住環境論の原型ともみなし

うる考えが総合的に述べられており、住宅問題へ

の基本的視点が全て提出されていて注目される。

まずはじめに、住宅問題を取り扱うためには、

社会政策としての側面や都市計画問題や田園都市

運動等についても当然ふれたいのだが（住宅衛生

学上の問題もすでに横手らの専門書が著わされて

いるのでそれらを除外して）、ここでは一般論的

に、一日本人、一市民として住宅の衛生というこ

とを考えてみたい、としている。我々の住んでい

る家は従来どおりで果して健康にさしつかえない

のか、生活の上からみて改良の余地はないのか、

将来の日本の住宅はどういう形をとるべきか、そ

の設備、その活用はどうすべきか等々についての

検討である。２９）

まず、他の動物と比べ「人類とは知能と手とを

用いて家を建ててそこに生活する動物」と人類を

定義する。今日とりわけ人間活動は、家が生活の

中心要素となり、しかも人間が集合し大都市化が

現出することで、新たな健康障害という大問題に

直面している。一方、人間は肉体の健康は勿論、

精神の健康をも増進するような生活環境を必要と

しており、現在の人間社会生活に最も適した保健

衛生上の条件を備えた家を造ることが大切となっ

てくる。この健康を保ちまた増進し、生活を高め

深めるに必要な条件、設備および努力とは何か

が、次に問題になる、とする。

家を造り住むためには、敷地の選択が重要だ

が、これは要約すれば、日当り良く、粗大顆粒地

質の、東南向き斜面が良好である。また、空気の

清澄、周囲の閑静の土地、かつ都市生活の利便が

条件となる。ただし、これらの諸条件をすべて満

たすことは、今日の都市生活で不可能に近いとす

れば、その人の生活にとって最重要条件のみをえ

らぶしかない。

また、将来の日本住宅は在来式にせよ洋式にせ

よ、殊に成長期にある幼少青年の健康上より見て

椅子式を奨めたい。休息のための寝室は２階に独

立すべき必要があり、階下は昼間の活動に向けて

能率よく設備され利用されうるよう設計すべきで

あろう。寝室が２階に移れば階下は居間なり食堂

なり活動社交等の目的にのみ利用しうる、とい

う。次に、健康と生活の能率化の点から台所と便

所の改良が必須である。共に清潔第一を心掛け、

台所には食料貯蔵室の付置を、さらに汚水汚物の

処理方法の合理化を先決とすべきである。あるい

は階段の改良、踊場の工夫、戸襖の改良、窓の配

置による光と通風の確保など家の温室法、採光法

および換気法などきめ細かく論じている。

家は、その内に住む人々と共に変化し成長して

ゆくべきもので、住む者を一歩一歩高め深めるよ

う工夫をこらす必要がある。ことに成長期にある

児童にとって、家は絶えずその成長を助長し健康

を増進するよう理想を以て工夫考案さるべきであ

る、と考える。健康の増進とは、肉体と精神との

両者のそれであり、家はこの両者の健康を増進し

維持する生活環境である点を強調している。ま

た、できたら児童の自然愛、心身の発育を助ける

ものとして庭園がほしいし、空地があれば、野菜、

果樹、花卉などを植えて、土地の生産力を充分に

発揮させたい。「日本ハ土地狭ク人口多キ故、土

地ノ利用トイフ事ハ人々ノ頭ニ強ク浸ミ込マネバ

ナラヌ事デアリマス」３０）と提案している。

星野のこの住宅環境論は、安部磯雄の「家庭経

営」の原則という説と共有されていることが興味

深い。すなわち、安部磯雄によれば、家庭の幸福

の第一条件が健康ということにあるとすれば、ま

２８）同上、１１８ページ。
２９）星野鐵男『住宅問題』横手社会衛生叢書第四冊、金原商店、１９２５年、１～３ページ参照。以下、本書より引用。
３０）同上、５６ページ。
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ず住宅の選択を第一とし、食物の質に注意するこ

とを第二とし、衣服のことはこれを第三に置かね

ばならぬ、と指摘し、つまりは、衣食住の順序を

転倒して「住食衣」の順序に改めることが家庭経

営の神髄でなくてはならぬ、と主張している。そ

して、家屋を建築するには三つの要件があり、第

一は衛生、第二は便利、第三は修飾であるとい

う。３１）

この「住食衣」の思想は、小林一三にも引きつ

がれており、３２）これは、星野、安部、小林の思想

に共通するキーワードともいえる。

「衛生文化思想普及」のパンフレット刊行

１９２６年３月には、帰朝報告のひとつとして、『東

西の衣食住』（内容は「住食衣」についての講演

で、翌年「衛生文化思想普及会」パンフレット第

１３輯、１９２７年とし刊行）が刊行された。東西といっ

ても、東は日本の関東、東北、北陸に限定し、西

は英米独仏の大都市を中心とする範囲とみて話を

進めている。その中では、住における形や色の差

異にふれたのち、住における東西の差異を、外観

の差異、住の構造、設備（たとえば便所の臭気）、

生活様式における差異について詳しく検討してい

る。そして、子孫に富を残すということは、実は

「子孫のために独立自治生活をするに足る健康と

知識と高潔なる品性を遺産として与えることが最

も大切」と指摘し、「子孫の健康の為めには栄養

ある食物を与え、健康なる家に住わせ、身体の鍛

錬を計りて幼少の頃より健康の増進に注意せねば

なりません。＜中略＞高潔なる品性を陶冶するに

は、深い正しい信仰を確立さして倫理的批判の出

来る自律の人とすることであります。之に勝る親

の遺産はないと私は信じて居ります」３３）と述べて

いる。

星野も、安部磯雄、小林一三と同様に、従来は

・衣・食・住と申してきましたが、「肝要なるも

のより順に並ぶるとすれば、住食衣と全く倒にな

すべきであります」といい、健康の点からみれば、

衣は寒暑に応じて適当に用いられるべきもの、食

は栄養障害をおこさぬ程度に採らるべきもの、住

については「個人は勿論社会としても大なる注意

を払って、社会の健康を害せぬよう、善をのこし

て悪を改むべきであります。」３４）と述べている。

１９２７（昭和２）年２月には、『性教育に就いて』

を出版し、（たちまち三版を重ね）、これはわが国

における衛生学的立場からの性教育研究の先駆的

業績として注目された。また、個人で衛生文化思

想普及の目的でパンフレットの刊行を企て、その

第一輯として『保健衛生の根本問題』を発行した。

その冒頭で次のようにいう。

「我が国の健康状況は欧米の一等国に比べて尚

劣っているところがあります。ことに北陸の状態

は日本の中でも一番劣っているということは、そ

の死亡率が日本一なので解ります。之は決して名

誉なことではありません。それで私はどうにかし

て日本一高い死亡率の北陸を日本一健康な地方に

したいと常に考えているのであります。」３５）

まず、稲作の実際を例として、それらはやがて

私共各自の健康を保つ際の心配、努力、注意と共

通しており、ひいては、結婚や離婚問題、生活環

境を整調する諸問題、国民の食糧、栄養、人口の

問題、病気予防、治療制度の問題、人間慾望の問

題等は衛生学において取り扱う興味深い研究テー

マである、と述べている。健康を保つためには稲

の一生におけるが如く、私共の一生において起こ

り来る出来事の範囲を予め知り置くことが必要と

いう。その知識の殿堂に至るには三つの門、すな

わち、目門、耳門、口門とがあり、口門とは口を

以て自分の考えを話すということである。そして

「考える」という点で大事なことは、第一に「自

ら考えよ」ということであり、第二に「正しく考

えよ」、第三には「広く考えよ」ということであ

る。

人が考える、正しく広く考えるということは、

私人としてまた公人として社会全体の健康を増進

するために頭を用いる、今までのような用い方で

３１）安部磯雄『理想の人』金尾文淵堂、１９０６年、８２～９４ページ参照。
３２）津金澤聰廣『宝塚戦略──小林一三の生活文化論』講談社、１９９１年、１４８ページ参照。
３３）星野鐵男『東西の衣食住』（衛生文化パンフレット第１３輯、衛生文化思想普及会、１９２９、２８～２９ページ参照。
３４）同上、２９～３０ページ。
３５）星野鐵男「保健衛生の根本問題」『公衆衛生』第８号（に再録）、１９２７年７月、２ページ。
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なくて因襲から離れて自分の頭を改造することが

第一の急務であり、それが保健衛生上の根本問題

である、という。さらに「親切に考えた所を実行

する」ということがまた非常に大切なのだ、と次

のようにも述べている。

「私は常に申します。『何に対しても親切であ

れ』と、何に対してもであります。自分に親切な

人には勿論であります。自分に無頓着な人に対し

ても親切であれ、自分に不親切なものにも親切で

あれと常に家のものにも教室のものにも申してい

るのであります。」３６）

健康に必要なことで「清潔」にまさるものはな

く、清潔第一は健康の秘訣であり、身体各部の清

潔ばかりでなく、家の内外、町内を清潔にするこ

と、下水の掃除、塵芥の始末、その他町内至る所、

隅から隅まで清潔にすることは健康上第一になす

べきことである、とする。そしてこれを徹底せし

めるには各人が先ず、その精神の清潔法をなすべ

きであり、保健衛生の根本問題は「親切に正しく

考える、愛を以て考えた所を実行する」という所

にある。「一人がこの考になると一家は面目を新

めます。一村が之を実行すると一郡はその旧態を

一新します。一郡が之を断行すれば一県は輝やき

出します。一県が範を垂れれば国全体が動きま

す。」３７）かくして国の健康状態は一音階高い調子の

ものになります。星野は常にこう考え「小範囲乍

ら之を実行」していると述べ、これが健康増進の

根を養うことであり、「此の根からして幹も出て、

葉も繁り、花も咲くのであります」３８）と訴えてい

る。

５．『清潔の徹底』から『環境の浄化』へ

「清潔法」の徹底とは

さきにふれた『保健衛生の根本問題』につづい

て、１９２７年には『清潔の徹底』『環境の浄化』『正

しき生き方』という３部作を「衛生文化パンフレッ

ト２～４輯として発刊している。３９）

その第一篇『清潔の徹底』は、主に身体の清潔

法について述べたものだが、なかでも食物、飲料

水、空気の清潔についての指摘は、単に身体内部

の清潔にとどまらず、第二篇の環境の清潔を扱っ

た環境論と深く関連している。第二篇『環境の浄

化』では、健康と環境との密接な社会的関係に注

目し、文化的存在としての人間にふさわしい健康

とは何かについて多角的に論究している。

まず、環境には、目に見える周囲の意と、目に

は見えないが感ずることのできる環境（精神的環

境）とがあり、主として前者をとりあげるとして、

浄化の意味から説きあかしている。浄化とは、た

とえば飲料に適せぬ水をある方法で飲むことので

きる清い水にすることであり、汚い空気をある方

法を加えて健康的なものにすることだ、という。４０）

また、衛生学は、我々が生活する自然的環境と同

時に社会的環境を、健康との相互関係において研

究し、また健康増進のための方策を研究する科学

と定義した。つまり、星野は常に「健康な住心地

のよい、明るい社会」の実現を願っているのだが、

その現実認識には厳しいものがある。

「日本の社会を見ますと、混沌としているので

はないですか。子供の時から、のびのびと成長す

ることの難しい社会ではないですか。人が多くて

仕事が少ない社会ではないですか。表面的な礼儀

はあっても、内心からの親切の少ない社会ではな

いですか。結核やらチフスやら、肺炎やら消化器

病やら、願わしからぬ病気の非常に多い、不安な

社会ではないですか。働いても働いても、収入の

増える事も少ない、悲しい社会ではないですか。

私は思うと憂うつに閉ざされるのです。」４１）しか

し、勇気を出して改善と創造に取り組もうと問う

３６）同上、１６ページ。
３７）同上、１７ページ。
３８）同上、
３９）この３部作は、好評に応えて合本の形で『清潔の徹底』衛生文化思想普及会、として１９３０年に単行本が再版発

行されている。「衛生文化思想普及会」は、星野鐵男を代表として、金沢医科大学衛生学教室内に設置され、教
室員や金沢在住の医師等を中心に組織されていた。同会は星野の主唱によって活動の目的は主に北陸地域にお
ける衛生知識・思想の普及にあった。自費刊行された「衛生文化パンフレット」は、星野の存命中に第２４輯ま
で刊行されたという。ただし、そのうち、未だ現物が確認できぬ輯もある。

４０）星野鐵男『清潔の徹底』（前掲書）、５９～６０ページ。
４１）同上、７５ページ。
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のだが、当時の社会を星野がどう見ていたかを知

る上で、貴重な文章である。

次に、生活環境としての都市と田園について考

察を進め、今や若者は田園を見かぎって、都へ都

へと走ってゆき、ある村の如きは若い娘達が皆都

へ行って仕舞って、お嫁さんが欲しくっても、来

るものさえないといわれている。「私はアメリカ

やドイツやフランスの村の人たちの生活を思っ

て、日本の村の人達の生活を思うと悲しくなりま

す。田園は美わしかるべくして、醜くなっていま

す。健康なるべくして、不健康になっています。」４２）

しかしそれでも田園には日光があり、きれいな空

気も水も緑の空地や新鮮な野菜もあり、眠りを妨

げるものはない。健康の点から見れば田園は都市

に勝り、「村は人をつくり育てます。都は人を消

費し殺します。しかし日本の田園が、イギリスや

デンマークの田園のように、健康でないことを知

らねばなりません。」４３）と指摘している。

そうした実態を踏まえた上で、しかし都市の空

気も下水も浄化される必要がある。浄化とは健康

に適せぬ状態を、健康に適する状態に整えること

であり、都市の病院、学校、工場、市場、停車場、

官庁、百貨店等は、ことごとく浄化作用を必要と

している、とみる。そうした環境としての都市の

浄化の根本策は、その「田園化」であり、都市に

田園を多分に取り入れることである。

「世には大都市を以て誇こる愚かな者がありま

す。かかる愚か者によって環境は汚されて来るの

であります。広大なる田園味を欠ける都市は、近

世産業の産み出した一つの社会的悪でありま

す。」４４）東京にしろ大阪にしろ、今のままに放置

し、その拡大に任せる時は、ニューヨーク、ロン

ドンに勝る悪都市となることは明らかだと警鐘を

鳴らしている。そして人口１０万以上の大都市が、

将来健全なる発展をなすためには、少なくとも３０

年、５０年の先を予想して、その田園化を計らねば

ならない。田園化するにはどうするか。たとえば、

家と家との間に空地を設け、街路をもっと広くし

空地には緑樹を植え、大都市を無数の小都市にわ

けるのも一案である。都市にはもっと充分な光と

きれいな空気と水とが必要である。家の間取りも

ゆとりのある大きな部屋にして光をたっぷりと入

れる。子供は自然の懐において教育すべきもので

あるから、広々とした運動場が欲しい。病人にとっ

て最も良い薬は、自然と親切な静かな看護だか

ら、病院は緑の樹木に包まれた、散歩道のある環

境に建築され、経営されねばならないはずだ、と

その理想を述べている。４５）こうしたユートピア思

想は今や空想に近い感もあるが、同時に今なお新

鮮な切実さをも訴えていよう。

価値創造の生活

星野鐵男は人間の生活文化の理想像ないし人間

らしさについて、私たちは、健康にさえ暮らせれ

ばそれでよいというのではなく、健康はそれを基

にして、さらに進んだ人間らしい生活をなすため

の用意として獲得さるべきものとしている。結論

的に次のように述べている。「人間らしい生活と

いえば、それは価値を創造する生活であろうと思

います。健康はもとより一つの価値であると思い

ますが、他の真とか善とか、美とか聖とかいう、

色々の価値を創造して行くところに、人間に固有

な創造的生活があるのであります。学問・道徳・

芸術・宗教等の、価値を創造する諸活動をなすと

ころに、、私達は生きる意義をもっているのであ

ります。」４６）つまり、「人間的、人格的な、価値創

造の生活に進むべきである、知的生活を徹底さす

べきである、真理に忠なる、善事を行うことを楽

しみとする、美に対して敏感なる、敬虔なる生き

方をなすべきである、而してこれがために、健康

をその溢るる状態にまで、個人に於いても、社会

に於いても、楽しむことが出来るように衛生文化

を進ましむべきである。」４７）とする。

星野鐵男のいう「衛生文化」とは、人間的な価

値創造の生活を担う基盤そのものであり、それが

彼の生活文化論の出発点でもあった。

４２）同上、８４～８４ページ参照。
４３）同上、８６ページ。
４４）同上、９２ページ。小林一三も、ほぼ同様の観点から「森林公園式」都会案を提唱している。（拙著『宝塚戦略』〈前

掲〉１６８～１７０ページ。）
４５）同上、９３～９６ページ参照。
４６）同上、１８６ページ。
４７）同上、１８７ページ。
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１９２８年も「衛生文化パンフレット」の発行と福

音伝道のことは寸時も怠ることなく、たとえば、

『家の話』、『顔の話』、『窓の話』とユニークな考

察を次々と発表している。たとえば、「都市の窓」

の提唱など星野ならではの洞察力の一例であろ

う。すなわち、窓というものが家に、光と空気を

入れるものだとすれば、都市にも清い空気とより

よい光とを入れる部分が必要で、それが「都市の

窓」であり、「公園」がそれにあたる。「ロンドン

の中央にハイドパークがあるように、ベルリンの

中央にティーヤガルテンがあるように、都市の中

央に思いきって大きな公園のあるということが、

窓としての役目を果たすには適している」４８）とい

う。

窓のない家は家ということができぬように、公

園や広場のない都市は今や本当の都市とはいえな

いのである。窓のない、公園＝自然のない都市に

住んで困るのは、やはり成長期にある子供と老人

と回復期にある病人だという。さらに「皮膚とし

ての窓」の機能もある。谷崎潤一郎の『金色の死』

という小説では、金箔を全身にはりつけて死んだ

人のことが書いてあるが、これは皮ふの作用を妨

げたからであり、この皮ふの作用の役割が家の周

壁と窓なのだ。つまり、窓がもつ衛生的目的の第

一は、日光を家や都市に導き入れることであり、

私たちが日光から受けるものは、明るさと温かさ

とその不思議さである。４９）こうした「窓のある都

市」への呼びかけも、遠い昔の出来事なのではな

く、今日、私たち自身の都市の生活文化が直面し

ている課題であることもまちがいない。

１９２９年にはさらに『健康増進に必要な知識』を

衛生文化パンフレット第１４輯として発行、翌年に

は『愛児のために何を為すか』を、１９３１年４月に

は『養教育の神髄』を衛生文化パンフレット第２１

～２２輯として発行、その１２月に病床で執筆したと

いう『性教育の実際』を出版した後、１２月２０日に

還らぬ人となった。５０）これらの著作についての総

合的検討は他日を期すほかないが、たとえば、『養

教育の神髄』において、星野は、家庭においてな

さるべき養育と教育とを問題とし、まず「自分は

養教育者である」という父としての養教育者たる

強い自覚が必要だという。「育て難い子をもった

親の心は曇り勝ちである。困って仕舞う。泣いて

も足りない。あきらめきれないという場合が少な

くない。子供の人格が完成するまで、独立自活の

一人前となるまで、親は骨折る。心労する、悩む。

然しこれが人生の姿である。私は養教育の根本精

神をここに置く」と述べた。さらに、「育てて育

てられる。教えて教えられる。この根本的なもの

を理解し、把握して、養教育に従事すべきであ

る」５１）と鋭く指摘している。そして人間形成の理

想を次のように説く。「一方に於いては人の世話

にはならぬという独立の精神、それでいて、人の

ためには出来るだけの奉仕をしようという精神、

この精神を子どもにいれてやりたいのである。こ

の二大精神を養教育の目標にすることはどうであ

ろう。私は漠然と抽象的に理想を掲げるのでなし

に、日々の生活に於いて、独立自治の心を培い、

社会との接触に於いて、奉仕の精神を養って行く

ことを、人格教育の目標として、亳も誤らぬと思っ

ている。」５２）

この理想的人間像は奇しくも関西学院における

４８）星野鐵男『窓の話』（衛生文化パンフレット第１２輯）衛生文化思想普及会、１９２８年、２２ページ。
４９）同上、２０～２６ページ参照。
５０）絶筆ともいうべき『性教育の実際』をはじめとする星野鐵男の性教育論と住宅衛生論との関連および『愛児の

ために何を為すか』についての評価をめぐっては、川合隆男「愛児のために何を為すか・星野鐵男」生活研究
同人会編『近代日本の生活研究──庶民生活を刻みとめた人々──」光生館、１９８２年、に詳しい。
また『健康増進に必要な知識』（衛生文化パンフレット第１４輯、衛生文化思想普及会、１９２９年）が、大阪毎日

新聞社と東京日日新聞社が御大典記念事業として、全国に健康増進運動を展開し、いわばそのメディア・イベ
ントの一環として、大阪毎日新聞社金沢支局が主催した健康増進講演会での講演（それを補足追加した講演記
録）である点に、メディア・イベント史研究に取り組んでいる筆者としては強い関心をもった。

５１）星野鐵男『養教育の神髄』（衛生パンフレット第２１～２２輯）衛生文化思想普及会、１９３１年、９ページ。
５２）同上、１７ページ。なお、星野の家庭教育、社会教育としての養教育論については、独立して論すべき重要な今

日的課題であることを指摘して他日を期したい。また、星野による衛生学の専門的諸論文には、たとえば「性
問題の社会衛生学的考察」『中外医事新報』１９２７年、「脚気死亡率分布図ニ就テ」『十全会雑誌』１９２８年６月、「性
問題の一断面」『金沢犯罪学会雑誌』第一巻第２・３・４号、金沢犯罪学会、１９２８年１２月、「絶対安静ニ就テ」『結
核』第八巻第二号、１９３０年５月、などをはじめ学会発表論文等があるが、本稿では筆者の専門外のため対象か
ら除いてある。
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Mastery for Serviceのモットーと合致する。

瀧沢利行は、「星野の社会衛生思想の基本は、

人間の健康は自然環境および社会的環境に規定さ

れながら、その生活の総体が、親から子へ、子か

ら子へと継承されている状態であるととらえられ

る点にある。したがって、彼における社会衛生の

実践の本質は、次世代へいかに生活の安定と向上

の思想と文化を伝えるかという点に集約されるも

のであった。星野が『社会衛生学』よりも『衛生

文化』を好んで用いた理由も、衛生活動の創造的

側面、相互形成的側面を強調しようとする意図に

よるものと理解することが出来る」５３）と述べてい

る。

瀧澤は、さらに「近代日本の社会衛生学に『自

治』精神を内在化させ、星野鐵男の実践に見られ

るような衛生活動が大衆の自己形成機能や文化形

成機能を内包する視点を導いたと考えられる」５４）

と評価している。

星野鐵男の生涯を友人の高谷道男は次のように

凝縮して綴っている。最後にこれを引用させてい

ただき、本稿の結びとしたい。

「星野君は武蔵野に於て聖書の真理を内村先生

より学び、白雨会によりて信仰の友諠をむすび、

みその夫人によって平和な家庭を作られた。実に

武蔵野は彼にとって春風かほるガリラヤの春で

あった。しかしながら彼の使命は北海の天地に

あった。寒き波荒き日本海にのぞむ国が星野君の

最後の地であった。而してそこに彼は我等の及ば

ざる多くの意義ある仕事を完うした。青年時代よ

り生前の標語とした『医術を以てする基督教の伝

道』をば、仏教の中心地に於てこれをなした。し

かしながら星野君はこの尊き使命を身に負う十字

架の体験に於て完うしたのである。其十字架の第

一は夫人の永眠であった。其の第二は病弱の彼が

研究と伝道の多忙なる体を以て子どもの養育一切

を他人の手をからずしてなしとげたという事であ

る。それはしかし彼の健康を害した一つの原因で

はなかったと私には思われる。其第三は実に彼の

病弱と其の死であった。星野君が家庭的に重荷を

負うて行くにつれて彼の人格は輝き其感化は多く

の人々に及んだのではあるまいか。彼の最後は、

実に若き多くの友をふるいたたせたであろう。」５５）

以上

付記：本稿における星野鐵男に関する諸文献・資

料については、東京大学附属総合図書館、東京大

学医学部図書館、石川県立図書館、金沢大学医学

部図書室、等にお世話になった。また、星野達雄

氏、角田勤氏並びに、星野鐵男先生のご子息・星

野命氏には、それぞれ貴重なご教示を賜わった。

記して改めて深く感謝したい。

５３）瀧澤利行「近代日本における社会衛生学の展開とその特質」『日本医史学雑誌』第４０巻第２号、日本医史学会、
１９９５年（平成６）年６月、１９ページ。この論文の「四、近代日本社会衛生思想の『自治』概念」の中の第２項
「社会衛生学における『自治』理念の実践化──星野鐵男の例──」として、星野の学問と実践とが考察されて
いる。

５４）同上、２０ページ。
５５）高谷道男「白雨会と星野君」前掲『星野鐵男』７２ページ。なお、同書所収の坂田祐「星野君と白雨会」では次

のように書いている。「命君の出生後間もなく愛妻みそのさんを天に送りました。その後の星野君の活動は外に
内に実に目ざましいものでありました。大学教授として、衛生学の権威として、その英名は北陸の天地は勿論、
日本全国に響き渡るに至りました。家庭にあっては、お父さんとお母さんの二人の役目に全力を盡したのであ
ります。お父さんの役目もお母さんの役目も未だ果たさない中に頑是なき三人の子供をあとに遺して昨年の歳
の暮、勿焉として天に還ったのであります。」同上、２５ページ。
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〈付表・参考資料〉小林一三、権田保之助、星野鐵男の主要著作一覧（１８９０～１９４３）

小林 一三、１８７３（明治６）年１月３日～１９５７（昭和３２）年１月２５日
権田保之助、１８８７（明治２０）年５月 ～１９５１（昭和２６）年１月
星野 鐵男、１８９０（明治２３）年２月１０日～１９３１（昭和６）年１２月２０日

年 小林 一三 権田保之助 星野 鐵男

１８９０（Ｍ．２３） 小説「練絲痕」

１９１４（Ｔ．３） 『活動写真の原理及応用』

１９１７（Ｔ．６）『歌劇十曲』

１９２１（Ｔ．１０） 「月島と其の労働者生活」
（『月島調査』所収）
『民衆娯楽問題』

「月島に於ける労働者の衛生状
態」（『月島調査』所収）

１９２２（Ｔ．１１） 『民衆娯楽の基調』

１９２３（Ｔ．１２） 増補『日本歌劇概論』 『娯楽業者の群』

１９２４（Ｔ．１３） 「社会生活に於ける娯楽の一考察」 「田園都市の発達」

１９２５（Ｔ．１４） 『住宅問題』

１９２６（Ｔ．１５）『続・歌劇十曲』 「『浅草』の味」 『東西の衣食住に就て』

１９２７（Ｓ．２） 「『隣のラジオ』は社会問題では
ない」

『性教育に就て』
『保健衛生の根本問題』

１９２８（Ｓ．３） 「映画検閲の問題」
「活動写真法の制定へ」

『家の話』『顔の話』
『窓の話』
「脚気死亡率の研究」発表

１９２９（Ｓ．４） 「死亡診断書に記入されたる乳
児死亡時の病名に於て」
『健康増進に必要なる知識』

１９３０（Ｓ．５） 「娯楽地『浅草』の研究」 『愛児のために何を為すか』

１９３１（Ｓ．６） 『民衆娯楽論』 『養教育の真髄』
『性教育の実際』

１９３２（Ｓ．７）『雅俗山荘漫筆』（一）

１９３３（Ｓ．８）『奈良のはたごや』 「労働者娯楽論（一）」

１９３５（Ｓ．１０）『私の生き方』 「学生娯楽問題」

１９３６（Ｓ．１１）『私の見たソビエト・ロシヤ』
『次に来るもの』

「慰安放送の都会性と地方性」

１９３８（Ｓ．１３）『戦後はどうなる』

１９３９（Ｓ．１４）『事変はどう片づくか』 「学生娯楽問題に関する調査」

１９４０（Ｓ．１５）『蘭印より帰りて』 「新しき農村生活と娯楽」
（『関西学院新聞』７月）

１９４１（Ｓ．１６）『蘭印を斯くみたり』 『国民娯楽の問題』

１９４２（Ｓ．１７）『芝居ざんげ』

１９４３（Ｓ．１８） 『娯楽教育の研究』

（戦後は省略）
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Better Living Conditions
Advocated by Tetsuo Hoshino

ABSTRACT

One of the pioneering medical environmentalists, Tetsuo Hoshino (1890－1931)

grappled with environmental health issues as early as 80 years ago. After graduating

from the Medical Department of Tokyo Imperial University, he was engaged as one

of the specialists in a full-fledged survey of living conditions of workers at

Tsukishima in Tokyo, between 1918 and 1920 the first of its kind in Japan. (The so-

cial survey was later called the Tsukishima Survey of the Sanitary Bureau of the

Home Office.)

He was among the team members who made a detailed study of the sanitary con-

ditions of labourers working at Tsukishima, which marked the starting point of his

scholarly research. Later he studied in Europe and America for two years starting in

1992. Upon returning to Japan, he was made the first professor of hygiene at Ka-

nazawa School of Medicine (now the Medical Depertment of Kanazawa University).

From then on, the rest of his brief life was devoted to the improvement of living con-

ditions centring on health problems in the Hokuriku region and to awareness raising

activities by putting his scholarly knowledge into practice.

So far Hoshino has been highlighted mainly as a pioneer of sex education, but my

paper has tried to spotlight a hitherto little known aspect of his scholarly study on

living conditions and health with regards to environments.

Key words: environmental health, Tetsuo Hoshino, living conditions
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